
　
東洋思想入門

　古代中国思想から日本への伝播まで

張　名揚

１年～　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：国際的視野、研鑽力

【授業のテーマ】

　　この授業では、中国先秦時代の諸子百家から清代までの代表的な思

　　想を概観するとともに、インドから伝来した仏教や、中国で生まれ

　　た道教などの宗教思想を学びます。また、日本における中国の思想

　　や文化の受容についても学習していきます。

【授業における到達目標】

　　【美の探究】中国思想に関する基礎的な知識を身に付け、自分の言

　　葉で説明できる。

　　【国際的視野】中国・インド・日本の思想文化交流の歴史を理解

　　し、国際的な視野を涵養する。

　　【研鑽力】意欲的に授業に参加し、自律的に予習と復習を行うこと

　　で、自ら学修を継続する力を養う。

【授業の内容】

　　第 1週　ガイダンスと授業全体の流れ

　　第 2週　諸子百家概説―孔子と儒家を中心に―

　　第 3週　諸子百家概説―老子と道家を中心に―

　　第 4週　秦の始皇帝と神仙思想

　　第 5週　道教の形成と漢代

　　第 6週　仏教の中国伝来

　　第 7週　魏晋南北朝時代の清談

　　第 8週　隋唐の三教交渉

　　第 9週　宋の朱子学

　　第10週　明の陽明学

　　第11週　清の考証学

　　第12週　日本における中国の思想文化―平安時代の神仙思想―

　　第13週　日本における中国の思想文化―鎌倉時代の喫茶文化―

　　第14週　日本における中国の思想文化―江戸時代の儒教思想―

【事前・事後学修】

　　【事前学修】シラバスや授業中に提示される次回のテーマについて

　　調べ、大まかに理解しておきましょう（週2時間）。

　　【事後学修】授業で配布された資料に再度目を通して理解を深めま

　　しょう。不明な点は図書館で調べたり、担当教員に聞いたりしてく

　　ださい（週2時間）。

【教科書・教材等】

　　こちらで資料を用意します。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　平常点100％（授業中に毎回課題を出します。その解答に基づいて

　　評価・フィードバックします）。

【参考書】

　　特にありませんが、必要に応じて授業中に提示します。

【注意事項】

　　予備知識などは必要ありません。

　　平常点で評価するので、授業への積極的な参加を期待します。
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イギリスの文化と社会

　イギリスの成り立ちと女性のライフスタイルの変化

志渡岡　理恵

１年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：国際的視野　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　イギリスの文化と社会を理解するために必要な基本事項を確認した

　　うえで、イギリスの女性のライフスタイルの変化をたどりながら、

　　文化と社会の関係について考えていく。

【授業における到達目標】

　　イギリスの歴史、国のありかた、社会のありように関する知識を定

　　着させ、文学をはじめとする文化と社会の関係や、女性のライフス

　　タイルの変化を理解できるようになることを目指す。これらを通じ

　　て「国際的視野」と「研鑽力」を養う。

【授業の内容】

　　第１回：イントロダクション

　　第２回：イギリス連邦の多様性およびコミュニケーションの

　　　　　　現状と課題

　　第３回：スコットランドの歴史、社会、文化

　　第４回：ウェールズの歴史、社会、文化

　　第５回：北アイルランドの歴史、社会、文化

　　第６回：王室と階級

　　第７回：植民地の女性

　　第８回：女性誌

　　第９回：ファッション

　　第１０回：旅行文化

　　第１１回：スポーツと「新しい女」

　　第１２回：スクールガールと女子大生

　　第１３回：サフラジェット

　　第１４回：イギリス・（旧）植民地での生活経験のある外国

　　　　　　　人ゲストスピーカーによる講義・質疑応答、総括

【事前・事後学修】

　　事前学修：各回のテーマについて図書やインターネットで調べてく

　　ること。（学修時間：週2時間）

　　事後学修：各回で学んだことの中で特に関心を持った点についてリ

　　サーチを行い、考察を深めること。（学修時間　週2時間）

【教科書・教材等】

　　パワーポイントと補足プリントを使用する。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　平常点（リアクションペーパー）50％、期末レポート50％。各回の

　　リアクションペーパーに対するフィードバックは、次回授業時に行

　　う。

【参考書】

　　堀内真由美：『大英帝国の女教師ーイギリス女子教育と植民地』[

　　白澤社、2008、\2,200]

　　高橋裕子・高橋達史：『ヴィクトリア朝万華鏡』[新潮社、1993、\

　　4,200]

　　戸矢理衣奈：『下着の誕生ーヴィクトリア朝の社会史』[講談社、

　　2000、\1,600]

【注意事項】

　　自分なりの問題意識を持って授業に臨むこと。
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アメリカの文化と社会

　実験国家にみるナショナル・アイデンティティの構築

深瀬　有希子

１年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：国際的視野　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　アメリカ合衆国の文化社会について、複数の視点から総合的な理解

　　を深めることを目標とする。広大な領土と多様な民族を抱えてきた

　　アメリカ合衆国の、複雑かつユニークな歴史的背景から現代の文化

　　や社会状況までを含む幅広い話題に触れ、異文化理解力を高めると

　　ともに、他者との共生のあり方を自ら検討する態度をも身につける

　　ことを目指す。

【授業における到達目標】

　　国際的視野：多様性を受容し、多角的な視点を以って世界に臨む態

　　度を養う。

　　研鑽力：学修を通して自己成長する力を高める。

【授業の内容】

　　① イントロダクション―共時的感覚とグローバリゼーション

　　② コロニアリズム 1 アメリカン・ドリームの起源（歴史）

　　―コロンブスのアメリカ「発見」、異文化におけるコミュニケーシ

　　ョンの在り方とその政治性　　　　　　　　　　

　　③ コロニアリズム 2 ポカホンタス神話（文化と社会）

　　―ディズニー映画の問題点、「他者」との遭遇を描くときのレトリ

　　ックとその政治性（異文化コミュニケーションの課題）

　　④ ピューリタニズム 1 植民地時代の教育とリタラシー（歴史と社

　　会）

　　⑤ ピューリタニズム 2 ゼノフォビアとセイラムの魔女狩り（文化

　　と社会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　⑥ リパブリカニズム 1 信仰から信頼へ（宗教と社会）

　　―フランクリンの13徳目や現代のスターたちが掲げる10ルールズか

　　らみるアメリカ的行動規範

　　⑦ リパブリカニズム 2 コモン・センスとアメリカ独立宣言（歴史

　　と文化）―アメリカ大統領の演説を分析

　　⑧ ロマンティシズム 1 アメリカ領土拡張と超絶主義―「明白な運

　　命」と「涙の道」（社会と歴史）

　　⑨ ロマンティシズム 2 奴隷制度と南北戦争―黒人奴隷体験記のレ

　　トリックとその政治性（文化と社会）

　　⑩　第一次世界大戦―パックス・アメリカ―ナへ（文化と社会）

　　⑪　第二次世界大戦、日系アメリカ人強制収容所、日系アメリカ人

　　文学（歴史と社会、文化）

　　⑫ ポストモダン・アメリカ 1 米ソ冷戦、核戦争（歴史と社会）

　　⑬ ポストモダン・アメリカ 2 公民権運動とベトナム戦争―「自由

　　」とは何か、多文化社会の現代アメリカにて、生活体験のある講師

　　（外国人ゲストスピーカー）による講義と質疑応答

　　⑭ 授業内テストと総括（ヴィジョンとしての「アメリカ」―その

　　理想と現実）

【事前・事後学修】

　　事前学修：指定されたトピックについて情報を収集し整理する。（

　　学修時間、週2時間）

　　事後学修：授業で提示された課題に関する資料（小説や映画）を読

　　むまたは観る。（学修時間、週2時間）

【教科書・教材等】

　　manaba に掲示するPDF資料および動画

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　毎回の授業内での小テスト（アンケート）：40％

　　授業内テスト： 60％

　　フィードバックはmanabaを通じて行う。

【参考書】

　　明石紀雄監修、大類久恵、落合明子、赤尾千波編著：『現代アメリ

　　カ社会を知るための63章』[明石書店、2021年、\2,000、ISBN: 978

　　-4-7503-5245-9]

　　鈴木透：『実験国家　アメリカの履歴書（第二版）』[慶應義塾大

　　　学出版会、2016年、\2,750、ISBN: 978-4-7664-2390-7]

【注意事項】

　　真摯な態度で授業に臨むこと。ゲストスピーカーの都合により、授

　　業内容の順序が変更される場合もある。
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女性と英語圏文学ａ

　イギリスの女性作家の生涯と作品

志渡岡　理恵

２年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　17世紀から20世紀の間にイギリスおよび(旧)植民地で文筆活動を行

　　った女性たちの生涯と作品を、様々な視点から振り返る。それぞれ

　　の女性作家の作品や活動が、当時の社会にどのように関与していた

　　のか、現代社会とどのように繋がっているのかについて考察する。

【授業における到達目標】

　　イギリスおよび（旧）植民地の女性作家の多彩な文筆活動に関する

　　知識を定着させ、女性が「書く」（＝自己表現する）意味と困難に

　　ついて理解できるようになる。女性と文化・社会の関係について考

　　察を深めることにより、美の探究を行い、研鑽力を磨く。

【授業の内容】

　　第１回：イントロダクション

　　第２回：A.ベーン―初の女性職業作家

　　第３回：J.オースティン―映像化され続ける作品

　　第４回：A.ラドクリフとM.シェリー―ゴシック小説の系譜

　　第５回：E.ギャスケル―社会へのまなざし

　　第６回：B.ポター―ピーター・ラビットと自然保護活動

　　第７回：O.シュライナー―南アフリカを描く

　　第８回：I.バード―日本への旅

　　第９回：F.バーネット―『秘密の花園』におけるインド表象

　　第１０回：A.ブラジル―スクールガール小説

　　第１１回：V.ウルフ―モダニズム、フェミニズム

　　第１２回：K.マンスフィールド―少女の目線

　　第１３回：M.パウエルとR.ハリソン―20世紀メイドの回想録

　　第１４回：A.クリスティ―推理小説と旅行文化、総括

【事前・事後学修】

　　事前学修：各回でとりあげる作家について図書やインターネットで

　　調べる。（週2時間）

　　事後学修：各回でとりあげた作品を読み、解釈する。（週2時間）

【教科書・教材等】

　　パワーポイントと補足プリントを使用する。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　平常点（リアクションペーパー）50％、期末レポート50％で評価す

　　る。各回のリアクションペーパーへのフィードバックは次回の授業

　　時に行う。

【注意事項】

　　毎回、自分なりの問題意識を持って授業に臨むこと。
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女性と英語圏文学ｂ

　アメリカ女性文学の伝統と変遷

深瀬　有希子

２年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　本授業では、19世紀から21世紀に著され、また日本でもさかんに翻

　　訳されてきた米国の文学や評論を読む（一部、カナダも含む）。人

　　種、民族、セクシュアリティなど様々に異なる背景をもつ女性たち

　　が、各々の表現活動を通じて訴えた思想や生き方を分析する。

【授業における到達目標】

　　美の探究：　知を求め、心の美を育む態度を養う。

　　研鑽力：　学修を通して自己成長する力を高める。　　

【授業の内容】

　　1 『19世紀の女性』―哲学者、マーガレット・フラー

　　2 『若草物語』―職業作家、ルイザ・メイ・オルコット

　　3 『ある奴隷少女に起こった出来事』―奴隷とされた黒人女性、ハ

　　リエット・ジェイコブズ

　　4 『目覚め』―「新しい」女性、ケイト・ショパン

　　5 『赤毛のアン』―児童／孤児の文学、日本への輸入、ルーシー・

　　モンゴメリ

　　6 『マイ・アントニーア』―西部の自然、ウィラ・キャザー

　　7 『アリス・トクラスの自伝』―パリの芸術家を育てる、ガートル

　　ード・スタイン

　　8 『パッシング』―白人として生きる黒人を描く、ネラ・ラーセン

　　9 『風とともに去りぬ』―恐慌の時代から見た南北戦争、マーガレ

　　ット・ミッチェル

　　10　『ベル・ジャー』―理想の女性像への懐疑、シルヴィア・プラ

　　ス　

　　11 『沈黙の春』―科学と女性、レイチェル・カーソン

　　12 『青い眼がほしい』―美の基準を問い直す、トニ・モリスン

　　13　『モンキー・ブリッジ』―移民、難民の文学、ラン・カオ

　　14 　授業内テストと総括

【事前・事後学修】

　　【事前学修】次回の授業で扱うテーマと作家について調べる。（学

　　修時間　週1時間）

　　【事後学修】授業で配布した資料を復習する。（学修時間　週3時

　　間）

【教科書・教材等】

　　プリントを使用する。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　平常点（授業への参加・小テスト）40％、授業内テスト60%

　　小テストの解答やコメントは次回授業でフィードバックを行いま

　　す。

【参考書】

　　授業中に適宜指示します。

【注意事項】

　　リーディング・リストを初回授業で配布しますので、積極的に読み

　　進めてください。
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アメリカ文学・文化講義ａ

　アメリカン・スピリチュアリズムと女性解放

稲垣　伸一

２年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　1848年アメリカではフォックス姉妹が経験した心霊現象(ロチェス

　　ター・ラッピング）を端緒として、人間の死後の霊と交信ができる

　　と信じるスピリチュアリズム(心霊主義）が流行した。また、この

　　時代は奴隷制廃止運動や女性解放運動が盛んとなった時代でもあ

　　り、スピリチュアリズムを信奉する人々の多くはこうした社会改革

　　運動にも関わった。この授業では19世紀アメリカで流行した近代ス

　　ピリチュアリズムが、同時代の女性解放運動やユートピア運動と深

　　く関係した事情やその時代的・思想的背景を探り、文学作品や映画

　　への影響も考察する。

【授業における到達目標】

　　・授業各回のテーマに関連する一次資料を読み、また図版等も参照

　　しながら、19世紀アメリカの文化(スピリチュアリズム、社会改革

　　運動、ユートピア運動）について考察することで「研鑽力」を涵養

　　する。。

　　・19世紀アメリカの社会状況が同時代の文学作品にどのように反映

　　しているか考察することにより「美の探究」を行う。

【授業の内容】

　　第1週　イントロダクション

　　第2週　スピリチュアリズムとは①－ロチェスター・ラッピング

　　第3週　スピリチュアリズムとは②－社会改革運動との関係

　　第4週　スピリチュアリズムとは③－流行の背景：短命化と消費社

　　会

　　第5週　スピリチュアリズムとは④－科学への信仰とホーソーン『

　　七破風の家』

　　第6週　スピリチュアリズムと女性解放運動①－セネカ・フォール

　　ズ女性大会前後

　　第7週　スピリチュアリズムと女性解放運動②－ステレオタイプ的

　　女性像と霊媒

　　第8週　スピリチュアリズムと女性解放運動③－文学作品の中の女

　　性霊媒

　　第9週　スピリチュアリズムと女性解放運動④－メアリー・ゴーヴ

　　・ニコルズ

　　第10週　スピリチュアリズムと女性解放運動⑤－ヴィクトリア・ウ

　　ッドハル

　　第11週　スピリチュアリズムとユートピア①－フーリエ主義

　　第12週　スピリチュアリズムとユートピア②－オナイダ・コミュニ

　　ティ

　　第13週　スピリチュアリズムとユートピア③－シェイカー

　　第14週　映画に見るスピリチュアリズム

【事前・事後学修】

　　事前学修(週2時間）：次回の内容についての配布物(英語で書かれ

　　た一次資料を含む）を読む。

　　事後学修(週2時間）：授業の内容を復習し、参考書を参照すること

　　により各回のテーマについて理解を深め、リアクションペーパーを

　　提出する。

【教科書・教材等】

　　授業中に配付するプリント

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　平常点50％(コメントペーパーの提出、受講態度）

　　レポート50％

　　授業各回の最後にコメントペーパーを提出してもらい、次回の授業

　　冒頭でその内容を紹介し、また質問に回答することによりフィード

　　バックを行う。

【参考書】

　　稲垣伸一：スピリチュアル国家アメリカ－「見えざるもの」に依存

　　する超大国の行方[河出書房新社、2018、\2,000]

　　　吉村正和：心霊の文化史[河出書房新社、2010、\1,300]

【注意事項】

　　19世紀アメリカ社会について関心があり、英語で書かれた当時の文

　　献を読むことに挑戦してみようという知的好奇心あふれる学生の受

　　講を歓迎します。
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アメリカ文学・文化講義ｄ

　統合と多文化社会への軌跡―1960年代を中心に

深瀬　有希子

３年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　公民権運動、核開発、宇宙開発競争、べトナム戦争といった多層的

　　で複雑な1960年代の政治社会的展開を概観したのち、それらをうけ

　　て生み出されたアメリカ文学文化に見出される自由や国家の意味を

　　考察する。人種・民族・ジェンダーなど複数の概念が交錯する60年

　　代の文学文化に触れることにより、異文化理解はもちろんのこと、

　　対象を多方面から分析する方法や論理的思考力を獲得することも目

　　指す。

【授業における到達目標】

　　美の探究：文学文化の読解分析を通じて、知を求め、心の美を育む

　　態度を養う。

　　研鑽力：学修を通して自己成長する力を高める。

【授業の内容】

　　1 イントロダクション：南北戦争後のアメリカ、「ジム・クロウ」

　　「分離すれども平等」

　　2 公民権運動の展開 1：バスボイコット運動、シット・イン、ワシ

　　ントン大行進

　　3 公民権運動の展開 2：マーチン・ルーサー・キングとマルコムX

　　　1

　　4 公民権運動の展開 3：マーチン・ルーサー・キングとマルコムX

　　　2

　　5 公民権運動の展開 4: アファーマティヴ・アクション、バラク・

　　オバマの青年時代

　　6 米ソ冷戦、核開発

　　7 宇宙開発競争：ケネディの演説にみられる「アメリカ例外主義」

　　8 べトナム戦争の展開 1: ケネディ、ジョンソン、ニクソンの動向

　　9 べトナム戦争の展開 2: ミライ村大虐殺、ベトナムからの抵抗

　　10 ポスト・モダンアメリカの形成 1: アメリカン・ポップ、大量

　　消費社会の文化、マスメディアが作り出す社会 1

　　11 ポストモダン・アメリカの形成 2: アメリカン・ポップ、大量

　　消費社会の文化、マスメディアが作り出す社会 2

　　12 ポストモダン・アメリカの形成 3: 戦争とトラウマ、ティム・

　　オブライエンの文学

　　13 ポストモダン・アメリカの形成 4: 戦争とジェンダー、ミュー

　　ジカル『ミス・サイゴン』、ベトナム系アメリカ人ラン・カオの文

　　学

　　14 授業内テストと総括

【事前・事後学修】

　　事前学修：アメリカ（文学）史の基本的知識を確認しておくこと。

　　授業で扱う小説や映画をできる限り読むまたは観ておくこと。学修

　　時間 週2時間。

　　事後学修：授業で扱われた小説や映画をできる限り読むまたは観て

　　おくこと。次回の授業範囲を予習し、専門用語等を理解しておくこ

　　と。学修時間 週2時間。

【教科書・教材等】

　　manabaに掲示するPDF資料および動画

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　毎回の授業内での小テスト（アンケート）40%　授業内テスト60%で

　　評価する。フィードバックはmanabaにて翌週に行う。

【参考書】

　　荒このみ：『マルコムＸ―人権への闘い』[岩波新書、2009、\

　　840、 978-4004312246]

　　黒﨑真：『マーティン・ルーサー・キング―非暴力の闘士』[岩波

　　新書、2018、\900、978-4004317111]

　　麻生享志：『「ミス・サイゴン」の世界―戦火のベトナムをくぐり

　　抜けて』[小鳥遊書房、2020、\2,420、978-4909812308]
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イギリス文学・文化講義ａ

　映画でみるイギリス諸島、アイルランド、インドの文学・文化

　入門

諏訪　友亮

２年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　1年生から4年生まで全ての学年で授業をもって抱いたのは、でき

　　るだけ早い段階から幅広く英語圏の文学・文化に触れておいてほし

　　い、という思いでした。そこで2年生向けに、文学・文化史とは別

　　のアプローチで入門的な授業を開講することにします。毎週英語の

　　テキストをじっくり読んで作家や時代に特徴的なテーマやスタイル

　　を確認していく、これこそまさに王道中の王道です。しかしなが

　　ら、このやり方だと、文学や書籍にあまり馴染みがない人はすぐに

　　脱落してしまうのが目に見えています。

　　

　　　そこで、この授業は文学と文化を映画から摂取してしまおうとい

　　う、ややお手軽な邪道を歩むことにしました。だが、侮るなかれ。

　　映画に込められた原作や文化のエッセンス、使われる英語などは、

　　それなりに高度ですし読み応えは十分にあります。文学とは違う映

　　画の表現法や映画史的な側面が見えてくるのも貴重なおまけになり

　　ます。さらに、イギリス以外の英語圏地域（アイルランド、スコッ

　　トランド、インド）について学習できるまたとない機会にもなりま

　　す。ここで興味を持ったら積極的に書籍を読んでみましょう。

【授業における到達目標】

　　1.イギリス文学・文化、アイルランド文化、スコットランド文化、

　　インド文化の入門的な知識が得られる

　　2.映画を能動的に観ることができる

　　

　　この科目は以下の態度や能力を育む本学の方針に合致しています。

　　[美の探究]　

　　知と美を求める態度

　　[研鑽力]

　　学修を通して自己成長する力

【授業の内容】

　　　1週間の授業は予習期間と授業期間に分かれます。

　　【予習期間】：英語字幕が付いた映画の一部を視聴、小テストと疑

　　問点をmanabaとresponから提出

　　【授業期間】：その映画を解説した授業動画を視聴、小テストとリ

　　アクションペーパーをmanabaとresponから提出

　　予習期間と授業期間＝合計100分程度で授業を設計しています。

　　

　　　第1週　イントロダクション

　　【イギリス文学・文化】

　　Shakespeare in Love (1998)：エリザベス朝の女性と舞台、「謎」

　　と創作のサイクル

　　　第2週　Pride and Prejudice (2005)：ヘリテージ映画の再定義

　　　第3週　Sherlock (TV; 2010)：科学捜査の誕生とシャーロック・

　　リヴァイヴァル

　　　第4週　Atonement (2007)：フィクションの倫理学

　　　第5週　Bend It Like Beckham (2002)：イギリスとインドの間で

　　生きる

　　

　　【スコットランド文化】

　　　第6週　Trainspotting (1996), T2: Trainspotting (2017)：2つ

　　の連合（ユニオン）を問い直す、またはノスタルジアへの撤退

　　

　　【アイルランド文化】

　　　第7週　The Secret of Kells (2009)：ケルト的キリスト教とナ

　　ショナル・アイデンティティー

　　　第8週　The Wind That Shakes the Barley (2006)：独立と内戦

　　のリアリズム

　　　　第9週　The Magdalene Sisters (2002) ：スキャンダルの深淵ー

　　カトリック教会と女性

　　　第10週　Five Minutes of Heaven (2009)：ポスト・トラブルズ

　　―イギリス領北アイルランドと帝国の後遺症

　　　第11週　Once (2007)：ケルティック・タイガー以後の移民1―移

　　民と音楽の出会い

　　　第12週　Brooklyn (2015)：ケルティック・タイガー以後の移民2

　　―帰還の物語

　　

　　【インド文化】

　　　第13週　Midnight’s Children (2012)：現代の寓意から見るも

　　う一つのインド、ラシュディー事件

　　

　　第14週　ふりかえり

【事前・事後学修】

　　事前学修（週1時間）：映画の一部を視聴し、内容を把握してお

　　く。

　　事後学修（週3時間）：授業で出た論点を整理し、分からない箇所

　　は資料に当たって理解を深める。該当する映画作品を積極的に観

　　ることが推奨されます。耳学問にならないよう注意しましょう！！

【教科書・教材等】

　　扱う資料は授業内で適宜配布します。

　　授業で扱う映画をストリーミングやレンタルでたくさん観ましょ

　　う。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　小テスト 70％

　　リアクションペーパー 30%

　　

　　リアクションペーパーはresponで回収し毎回フィードバックを行い

　　ます。

【参考書】

　　松本 朗ほか編著：イギリス文学と映画[三修社、2019、

　　4384059302]

　　板倉厳一郎ほか：映画でわかるイギリス文化入門[松柏社、2008、

　　4775401386]

　　大谷　伴子ほか：ポスト・ヘリテージ映画[上智大学出版、2010、

　　4324088675]

　　今泉容子：スクリーンの英文学[彩流社、1999、4882025779]

　　岩見寿子ほか：映画で語るアイルランド[論創社、2018、

　　4846017028]

　　リンダ・ハッチオン：アダプテーションの理論[晃洋書房、2012、

　　4771022674]

【注意事項】

　　オンデマンドの中でこの授業は時間のかかる方です。映画を観るの

　　が好き！という人以外には向かない授業です。よくよく考えて履修

　　しましょう。

　　計画的に時間を決めて視聴しましょう。
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イギリス文学・文化講義ｃ

　物語絵画から読みとくヴィクトリア時代

土屋　結城

３年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　物語絵画と呼ばれるジャンルの作品からヴィクトリア時代のイギリ

　　スにおける女性像を探る。現代の日本ともイギリスとも異なる状況

　　の社会で、女性がどのように生きることを求められたか、そしてど

　　のように生きなければならなかったかを考察し、当時の女性の立

　　場、生き方についての理解を深めることを目的とする。

【授業における到達目標】

　　ヴィクトリア時代のイギリス社会についての理解を深めることを目

　　標とする。

　　全学ディプロマ・ポリシーのうち、知を求める「美の探究」の態度

　　とリアクション・ペーパーやレポートを通して「研鑽力」を修得す

　　ることを目標とする。

【授業の内容】

　　第１週　イントロダクション（19世紀イギリス美術について）

　　第２週　19世紀イギリスの絵画（Royal Academyについて）

　　第３週　ヴィクトリア女王をめぐる物語

　　第４週　家庭の天使について(1) 19世紀の典型的なイメージ

　　第５週　家庭の天使について(2) 規範と逸脱

　　第６週　労働者と女性

　　第７週　ガヴァネスのイメージと実態

　　第８週　"fallen woman"（"The Bridge of Sigh"）

　　第９週　"fallen woman" （The Awakening Conscience）　　

　　第10週　労働と社会

　　第11週　鉄道の発達

　　第12週　救貧院での生活

　　第13週　植民地へ

　　第14週　まとめ（唯美主義について）

【事前・事後学修】

　　【事前学修】

　　授業範囲を予習し、時代背景について理解しておくこと。（学修時

　　間　週2時間）

　　【事後学修】

　　授業で取り上げた内容について、各自復習し、自分なりの問題点を

　　意識し、次回の授業にのぞむこと。（学修時間　週2時間）

【教科書・教材等】

　　プリントを配布する。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　リアクション・ペーパー（記述問題）40％、レポート60％で評価す

　　る。

　　フィードバックは次回以降の授業で行う。

【注意事項】

　　辞書を必ず持参すること。
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英語圏の詩

　英語圏詩――多様な作者、地域、時代、詩型の詩を学ぶ

諏訪　友亮

２年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：美の探究　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　詩なんて読んだことない難しそう・・・と思ったそこのあなた、

　　正解です。詩は難しいです。というよりも、字面の意味においてさ

　　え、小説と違い、「分かる」ということがない場合が多いです。で

　　も、完全に分からなくてもいいんだ、と思えば、少しは気が楽にな

　　らないでしょうか。かく言う僕自身も、初めて読んでから何年も経

　　って、詩の意味が分かりかけることがザラにあります。分からない

　　ことを考えるって面白くないですか？

　　　この授業は、詩を全く読んだことがない、でも英語で読んでみた

　　い、というささやかだけれど尊い熱意を持つ学生さん向けに開講さ

　　れます。詩が分かりにくいのは、詩のルールを知らないということ

　　も一因です。そのルールとは、詩型であったり、先行する詩人や作

　　品であったり、その地域の歴史であったり、文学の潮流であった

　　り、個々の詩にある様々な前提です。そうしたことを一つ一つ丁寧

　　にたどり、文学の歴史を長期間にわたって支え続けてきた詩という

　　表現方法について考えてみましょう。

　　　詩は声に出して読んでみないと魅力が半減します。授業の時は、

　　部屋のドアをそっと閉めて、家族に心配されることなど物ともせ

　　ず、音の一つ一つを噛みしめるようにゆっくりと音読してみましょ

　　う。

【授業における到達目標】

　　1. 作品の背後にある地域性や時代を踏まえ、詩を読み論じること

　　ができる。

　　2. 詩の形式、韻律、音について一定の理解を得られる。

　　また、この科目は以下の態度や能力を育む本学の方針に合致してい

　　ます。

　　[美の探究]　知と美を求める態度

　　[研鑽力]　学修を通して自己成長する力

【授業の内容】

　　　1週間の授業は予習期間と授業期間に分かれます。

　　【予習期間】詩を読んで内容を予測、詩を読む動画を見ながら英語

　　で詩を読み、manabaとresponから回答

　　【授業期間】詩を解説した授業動画を視聴し、小テストとリアクシ

　　ョンをmanabaとresponから提出

　　

　　　第1週 イントロダクション、古典と英語圏詩：Michael Longley(

　　北アイルランド)“Ceasefire”

　　　第2週 「作者」のいない歌：Anonymous(イギリス), “

　　Scarborough Fair”

　　　第3週 英語ソネットの創出：William Shakespeare(イングランド

　　), Sonnet 18

　　　第4週 ロマン派のオード：John Keats(イングランド), “Ode on

　　 a Grecian Urn”

　　　第5週 死を悼む方法：W.H. Auden(イングランド), “In Memory

　　of W.B. Yeats”

　　　第6週 動物のいのち：Ted Hughes((北)イングランド), “The

　　Thought-Fox”

　　　第7週 アメリカの歌い方：Walt Whitman(アメリカ), from “

　　Song of Myself”

　　　第8週 別のアメリカ：Emily Dickinson(アメリカ), “Because I

　　 could not stop for Death,” “Success is counted sweetest”

　　　第9週 荒廃と再構成のモダニズム：T.S. Eliot(アメリカ／イン

　　グランド), from The Waste Land

　　　第10週 父性を祓う：Sylvia Plath(アメリカ), “Daddy”

　　　第11週 女性の探索：Adrienne Rich(アメリカ), “Diving into

　　the Wreck”

　　　第12週 故郷の発見：Seamus Heaney(北アイルランド／アイルラ

　　　ンド), “The Harvest Bow”

　　　第13週 父と子：Dylan Thomas(ウェールズ), “Do not go

　　gentle into that good night”

　　声なき他者へ入る：Carol Ann Duffy(スコットランド), “Anne

　　Hathaway

　　　第14週 振り返り、授業評価アンケート

　　

　　（予備 旧植民地と詩の伝統：Derek Walcott(セントルシア／英語

　　圏カリブ海), “Sea Grapes" )

【事前・事後学修】

　　事前学修（週3時間）：配布されたテキストを事前に読む

　　事後学修（週1時間）：興味を持った作者の詩を読んでみる

【教科書・教材等】

　　テキストは初回授業時に電子ファイルで配布します。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　リアクションペーパー 30%、小テスト 70%

　　リアクションペーパーはresponで回収し、毎回フィードバックを行

　　います。

【参考書】

　　平井 正穂編：イギリス名詩選[岩波文庫、1990、\1,012、ISBN:

　　978-4003227312]

　　亀井 俊介・川本 皓嗣編：アメリカ名詩選[岩波文庫、1993、\1,

　　067、ISBN: 978-4003233511]

　　阿部 公彦：英詩のわかり方[研究社、2007、\2,200、ISBN: 978-

　　4327481506]

　　Roland Greene, et al., eds：The Princeton Encyclopedia of

　　Poetry and Poetics[Princeton UP、2012、\6,500、Kindle

　　Edition]

　　岩波文庫の対訳英詩シリーズはどれもオススメです。

【注意事項】

　　申し訳ないですが、公平性の観点から、期限を過ぎたresponなどは

　　受け付けできませんので注意してください。

　　オンデマンドの講義科目はマラソンみたいなものです。時間を決め

　　て定期的に視聴しましょう。いつも通りのペースで半期をがんばっ

　　て走りきりましょう。
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美学特講ｃ

　モダンアートの美学

椎原　伸博

２年～　前期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力　○：国際的視野、美の探究

【授業のテーマ】

　　　西洋のモダンアートの歴史の流れを理解し、作品の特徴、表現形

　　式や様式、さらには主題と意味に関して多面的に考察し、アート作

　　品が有する多様なメッセージを読み解く。さらに、モダンアートか

　　ら導かれる「美」の問題について考察する。講義で扱うアートのジ

　　ャンルは、造形芸術に限定せず、音楽､演劇、舞踊、映画、写真等

　　横断的なものとする。また、モダンアートが主として都市で展開し

　　たことを考慮し、都市計画、建築、デザインといった視点からも、

　　モダンアートを位置づけることにする。

【授業における到達目標】

　　モダンアート作品について、美学芸術学の視点から分析出来るよう

　　になることを目指します。また、それらの特徴、表現形式や様式、

　　さらには主題と意味に関して多面的に理解することを目指します。

　　それにより、修得すべき修得すべき【国際的視野】により、 国際

　　感覚を身につけて、世界に踏み出し社会を動かそうとする態度を身

　　につけます。また【美の探究】のうち、芸術作品の鑑賞を通して感

　　受性を深めるようとする態度を身につけます。そして【研鑽力】と

　　して、学ぶ愉しみを知り、生涯にわたり知を探究し、学問を続ける

　　力を養う。

【授業の内容】

　　１：モダンとは何か　ボードレールとモダニズム　19世紀のアート

　　２：世紀末のアート　パリ万国博覧会とアール・ヌーヴォー

　　３：ウィーンの都市芸術と「装飾」について

　　４：第一次世界大戦後のアート　ダダとレディメイド

　　５：無意識とアート　シュルレアリスムについて

　　６：モダニズム建築と都市計画について

　　７：アール・デコとファッション

　　８：第二次世界大戦とアート

　　９：抽象表現主義とモダニズム芸術理論

　　１０：アンドレ・バザン「映画とは何か」について

　　１１：芸術と広告　ポップアートと消費文明

　　１２：ポスト・モダンとシミュレーショニズム

　　１３：インターネット時代のアート

　　１４：関係性の美学とアート

　　１５：学外見学：東京の建築調査

【事前・事後学修】

　　基本的に資料を事前にmanabaで提示しますので、良く読んでおいて

　　授業の準備をしてください。（週２時間）授業時には必ず、ノート

　　をとってください。授業のまとめは、manabaで公開しますが、自分

　　のノートと比較して、復習に努めてください。（週２時間）

【教科書・教材等】

　　テキストは使用しません。適宜資料を配付します。また、授業のレ

　　ジュメは事後学習用に､manabaにて配布する。

　　図書館のホームページから、適宜以下のデータベースから欧文の資

　　料を参照することを習慣づけて下さい。

　　Oxford Art Online　及び　JSTOR

　　また、音楽のデータベースとして

　　ナクソス・ミュージック・ライブラリー　も利用するように。

　　各データベースは、自宅からリモートアクセス出来ます。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　実地見学に基づくレポート30％、理論的レポート70％

　　フィードバックは、responによるアンケート結果の説明、manabaに

　　よるレポートの講評等で行う。

【参考書】

　　授業中に適宜指示します。

【注意事項】

　　資料の配付や連絡は、全てmanabaにて行うため､必ずリマインダー

　　　設定して、告知を見逃さないこと。東京のモダニズム、ポストモダ

　　ニズム建築の見学を行う。見学については、授業中に指示する。
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美学特講ｄ

　オペラの美学

椎原　伸博

２年～　後期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力　○：国際的視野、美の探究

【授業のテーマ】

　　　この授業は、総合芸術としてのオペラの歴史について概略しつ

　　つ、それぞれのオペラを美学や芸術学、表象文化論、ジェンダー論

　　といった視点から、再解釈していきます。授業の前半に講義を行

　　い、後半はそれぞれのオペラのダイジェストの鑑賞になります。

【授業における到達目標】

　　　総合芸術であるオペラについて、美学芸術学的視点から分析､検

　　討できるようになることを目指す。それは修得すべき【研鑽力】の

　　うち、学ぶ愉しみを知り、生涯にわたり学問を続ける基礎力を養

　　う。また、様々な国で上演されてきたオペラの実態をしることで、

　　国際的視野を養う。

【授業の内容】

　　１：はじめに　オペラとは何か　オペラの詩学

　　２：ペーリ《エウリディーチェ》とモンテヴェルディ《オルフェオ

　　》

　　３：フランスオペラの誕生について　リュリのオペラについて

　　４：フランスとイタリア　ブフォン論争について　ラモーとルソー

　　５：オペラと社会　モーツァルトのダ・ポンテ三部作

　　６：オペラと社会　ベートーヴェン《フィデリオ》

　　７：グループワーク①　オペラとジェンダー

　　８：ベルカントとヴェリズモ

　　９：ワーグナーの綜合芸術論①

　　１０：ワーグナーの綜合芸術論②《ニーベルングの指輪》

　　１１：現代アートとオペラ①　ヤン・ファーブル

　　１２：現代アートとオペラ②　ビル・ヴィオラ

　　１３：現代アートとオペラ③　ウィリアム・ケントリッジ

　　１４：グループワーク②　オペラにおける声　初音ミクのオペラ

【事前・事後学修】

　　事前学修：資料をmanabaで提示することがありますので、授業前に

　　必ずプリントして、良く読んでおいて授業の準備をしてください。

　　（学修時間：週2時間）また、授業時には基本的にハンドアウトは

　　配布しません。必ず、授業のノートをとってください。事後学修：

　　授業のまとめは、授業後にmanabaで公開しますが、必ずプリントア

　　ウトした上で、自分のノートと比較して、復習に努めてください。

　　（学修時間：週2時間）

【教科書・教材等】

　　教科書は使用しない。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　小テスト２０％、小レポート３０％、取り上げるオペラを全曲鑑賞

　　した上でのレポート５０％で評価します。授業のフィードバックは

　　manabaにて提示される授業のまとめで行うので、必ずプリントアウ

　　トファイル化しておくこと。また、小テストやリアクションペイパ

　　ーの優れた回答は、授業内で紹介しフィードバックします。

【参考書】

　　岡田暁生：『オペラの運命　十九世紀を魅了した「一夜の夢」』[

　　中公新書、2001、\858]

　　許 光俊：『オペラ入門』[講談社現代新書、2019、\1,100]

　　図書館のホームページから、適宜以下のデータベースから欧文の資

　　料を参照することを習慣づけて下さい。

　　Oxford Art Online　及び　JSTOR

　　また、音楽のデータベースとして

　　ナクソス・ミュージック・ライブラリー　も利用するように。

　　各データベースは、自宅からリモートアクセス出来ます。

【注意事項】

　　授業における映像は、時間的制限からダイジェストのものとなるた

　　め、できるだけ授業時間以外で全曲鑑賞するようこころがけてくだ

　　さい。また、授業中に案内を出しますので、実際に劇場に足を運

　　　び、生の舞台を鑑賞してください。

　　レポート、小テスト等の指示はすべてmanabaを通して行うので、各

　　自リマインダーを設定し、告知を見逃さないようにしてください。
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異文化理解

　　

時田　朋子・阿佐美　敦子

２年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：国際的視野

【授業のテーマ】

　　　グローバリゼーションが加速的に進行する今日、自・他の文化を

　　理解することは必須となっています。自文化の中で自己のアイデン

　　ティティーを確立すること、身近な存在である在日外国人を理解す

　　ること、さらに共存・共栄を目指す国際社会への貢献を考えること

　　が求められます。

　　　これらの課題はこれからも社会を発展させていく核となり得るも

　　ので、本授業は、異文化理解に必要なアプローチや考え、自・他の

　　文化理解、文化摩擦などを議論します。

　　　授業は2名の教員のコラボレーションにより行われます。前半

　　は、異文化コミュニケーションとは何かを、コミュニケーションの

　　基本概念を学びながら考えていきます。後半は、異文化理解を深め

　　るために避けては通れない人権、言語、教育などについて、カナダ

　　の事例を用いて考えていきます。

【授業における到達目標】

　　　多様性を受容し、多角的な視点を以って世界に臨む態度、国際的

　　視野を修得します。国内外の人々と交流を深めるためには、英語を

　　はじめとする外国語のスキルのみならず、言語を運用する際に必要

　　であるカルチャラル・リテラシーの修得が必要です。本授業は、文

　　化的・社会的知識を身に付け、さらに自文化を知って世界に発信し

　　ようとする態度の養成を行います。

【授業の内容】

　　第１週　異文化コミュニケーションとは何だろう

　　第２週　コミュニケーション・スタイルの違い

　　第３週　ゲストスピーカーによる特別講演

　　第４週　言語コミュニケーション

　　第５週　非言語コミュニケーション

　　第６週　相手と自分の価値観を知ろう

　　第７週　世界の人々は何を信仰しているのか・カナダ入門

　　第８週　カナダの公用語

　　第９週　人権ー多文化共生社会

　　第１０週　カナダの多文化主義

　　第１１週　日系カナダ人

　　第１２週　言語教育

　　第１３週　ゲストスピーカーによる特別講演

　　第１４週　授業内テストと総括

【事前・事後学修】

　　事前学修（週２時間）：担当教員より示された翌週の授業内容につ

　　いて文献等を調べ、あらかじめ基礎的な背景となる事象を知った上

　　で授業に臨んでください。　

　　事後学修（週２時間）：授業内容をより深く理解し、また周辺の知

　　識を得ることができるよう、関連する情報を集めてください。

【教科書・教材等】

　　レジュメ等は、manabaで配布をします。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　評価は、授業内テスト（80%）、平常点（授業への参加度・提出課

　　題：20%）の合計点を用いて行います。課題のフィードバックは、

　　授業中またはmanabaを用いて行います。

【参考書】

　　適宜、授業内で紹介します。

【注意事項】

　　各週の授業内容は、よりスムーズな進行のため、変更および振り替

　　えになることがあります。
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ホスピタリティ論

　ホスピタリティの実践：「サービス接遇検定」2級／準1級対策

児玉　桜代里

３年　前期　2単位　　

対面授業

◎：行動力　○：協働力

【授業のテーマ】

　　本科目は、サービスビジネスにおける顧客満足を創造するための、

　　ホスピタリティに関する考え方への理解と実践を目的とする。講義

　　は「サービス接遇検定2級および準1級」の事例を活用して、様々な

　　サービスシーンでのマナーやコミュニケーションの基礎からクレー

　　ム対応等の応用まで、実効性のある各種の方法論を学び、検定合格

　　を目指した内容で構成する。知識を暗記するだけではなく、自ら考

　　え、相応しい行動を取り、最適な解を見つける能力の習得を目指

　　す。

【授業における到達目標】

　　１．ホスピタリティに関する具体的な考え方を理解し、行動のしか

　　た、言葉遣い、立ち居振る舞い等の対人技能を身につける。

　　２．「サービス接遇検定」2級以上に合格する。

　　※従って、履修者は原則的に本検定の受験を条件としたい。

　　（試験は毎年6月と11月に実施される）

　　

　　ディプロマポリシーとの関連について

　　【行動力】現状を正しく理解し課題を発見できる

　　【協働力】自己や他者の役割を理解し互いに協力して物事を進める

　　ことができる

【授業の内容】

　　<第1週>導入講義：ホスピタリティとは／「サービス接遇検定」に

　　ついて

　　<第2週>サービス接遇検定2級過去問題　サービススタッフの資質

　　<第3週>基礎講義：言葉遣いのマナーと敬語の遣い分け

　　<第4週>サービス接遇検定2級過去問題　専門知識(サービス知識・

　　従業知識)

　　<第5週>基礎講義：電話応対のマナー

　　<第6週>サービス接遇検定2級過去問題　一般知識(社会常識)

　　<第7週>基礎講義：ビジネス・コミュニケーション①

　　<第8週>サービス接遇検定2級過去問題　対人技能(人間関係・接遇

　　知識・話し方・服装)

　　<第9週>基礎講義：ビジネス・コミュニケーション②

　　<第10週>サービス接遇検定2級過去問題　実務技能(問題処理・金品

　　管理・社交業務)

　　<第11週>基礎講義：接遇マナー

　　<第12週>サービス接遇検定準1級（実技）見本事例・解説とトレー

　　ニング

　　<第13週>応用講義：クレーム対応　苦情を申し出た顧客が再取引き

　　する確率を上げるには

　　<第14週>総括：授業内理解度チェックとまとめ

【事前・事後学修】

　　事前学修（週2時間）：サービス接遇検定2級過去問を解き、解答用

　　紙に記入する。

　　事後学修（週2時間）：学んだ内容をレポートに要約して期限まで

　　に提出する。

【教科書・教材等】

　　実務技能検定協会：サービス接遇検定2級公式テキスト[早稲田教育

　　出版、2019、\1,430、ISBN:9784776613060]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　・毎回のリフレクションシート提出および授業態度、毎回課す過去

　　問題のワークシートの宿題（50％）

　　→フィードバックの方法：グループ共有の後に教員からの解説を行

　　なう。

　　・授業内理解度チェック（50％）

【注意事項】

　　　アクティブ・ラーニング（グループワークおよびトレーニング）形

　　式にて講義を実施するため、受講人数は最大30名に制限する。履修

　　者は原則的に「サービス接遇検定」2級以上の受験を条件とした

　　い。

【授業に活かす実務経験の内容】

　　JAL国際線客室乗務員やインストラクターとして、航空会社でのサ

　　ービス現場経験を活かした各種の方法論を用いて講義を行なう。
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中古文学研究ａ

　和歌文学研究入門

舟見　一哉

３年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：研鑽力　○：美の探究

【授業のテーマ】

　　　和歌に関わる事柄について研究する（卒業論文を書く）ための代

　　表的な技法・観点について、具体例を示しつつ解説する。特に書誌

　　学・文献学の観点から行う研究は、すべての研究を支える基盤とな

　　るため、詳しく説明する。

【授業における到達目標】

　　・和歌文学を研究する具体的技法と観点を学び、生涯にわたり学問

　　を探究する能力を修得する。（研鑽力）

　　・書誌学・文献学の観点から和歌資料をみる能力と洞察力を修得

　　し、和歌の本質を見抜く能力を修得する。（研鑽力）

　　・写本に触れる経験を通して、人文知に価値を見いだし、感受性を

　　強めようとする態度を養う。（美の探究）

【授業の内容】

　　第1週　 イントロダクション

　　第2週　 歌人・歌壇

　　第3週　 歌ことば

　　第4週　 書誌学・文献学（1） 形態

　　第5週　 書誌学・文献学（2） 本文

　　第6週　 書誌学・文献学（3） 伝本・奥書・識語

　　第7週 　配列　

　　第8週　 私家集

　　第9週　 歌合

　　第10週　百人一首

　　第11週　古筆切・零本（1）概要

　　第12週　古筆切・零本（2）活用

　　第13週　歌論・歌学

　　第14週　総括　和歌文学をテーマにして卒業論文を書く

【事前・事後学修】

　　［事前学修］（週1時間程度） 授業で指示する資料（や下記の参考

　　書）を使って、次回の授業で取り上げる事柄の基礎情報を把握す

　　る。

　　［事後学修］（週3時間程度）配付資料を再読し、疑問点がある場

　　合は、自分で調べなおしたうえで教員に質問する。また、授業では

　　複数の〈研究課題〉を提示するので、興味をもった事柄について各

　　自調査を進める。

【教科書・教材等】

　　・その他、プリントを使用する。

　　・くずし字を読むための辞典を各自で用意しておくこと（辞典の種

　　類は問わない）。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　　①期末レポート1回（60％）と、②授業中に発行するrespon［＊

　　確認のための小テストを兼ねる］（40％）を総合して判断する。

　　　responのフィードバックは、当該授業内か次回の授業で行う。期

　　末レポートのフィードバックは最終回後、manaba等を用いて個別に

　　行う。

【参考書】

　　・古典ライブラリー：日本文学Web図書館 和歌＆俳諧ライブラリー

　　・堀川貴司：『書誌学入門 古典籍を見る・知る・読む』[勉誠出

　　版、2010]

　　・片桐洋一：『歌枕歌ことば辞典 増訂版』[笠間書院、1999]

　　・国文学研究資料館編：『古典籍研究ガイダンス―王朝文学を読む

　　ために』[笠間書院、2012]

　　・古典ライブラリー：日本文学Web図書館 辞典ライブラリー

　　・その他、授業中に指示する。

【注意事項】

　　・［成績評価の方法］の項目に記したように、講義中に発行し、提

　　出義務を課すresponは、講義内容を理解できたかどうかを確認する

　　　ための小テストを含む場合がある。

　　・和歌に関わる事柄で卒業論文を書きたいと考えている学生はでき

　　る限り受講・聴講されたい。

　　・受講生の理解度や関心に応じて、取り上げる作品や順番は変更す

　　る可能性がある。
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中古文学研究ｂ

　源氏物語研究入門

舟見　一哉

３年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：研鑽力　○：美の探究

【授業のテーマ】

　　　現代語訳を読むだけでは、『源氏物語』を読み解くことはできな

　　い。写本・版本といった一次資料を観察し、試行錯誤しながら翻刻

　　・解釈する作業が必須である。本講義では、その技法を解説する。

　　　前半では、『源氏物語』に関して〈常識〉と思われている事柄を

　　疑い、その根拠を調べなおし、考究のための土台をつくりなおす。

　　後半では、『源氏物語』を写本でよみ、そのうえで精読する技法を

　　解説する。

【授業における到達目標】

　　・『源氏物語』を学ぶ楽しみを知り、生涯にわたり学問を探究する

　　能力を修得する。（研鑽力）

　　・通説に拘泥しない広い視野と深い洞察力を身につけ、本質を見抜

　　く能力を習得する。（研鑽力）

　　・写本を自らの力で読むことを通して、物事の真理を探究し、新た

　　な知を創造しようとする態度を養う。（美の探究）

【授業の内容】

　　第1週　 イントロダクション

　　第2週　 作者

　　第3週　 巻数・冊数

　　第4週　 巻名

　　第5週 　巻順

　　第6週　 写本

　　第7週　 本文／翻刻・解釈（1）

　　第8週　 翻刻・解釈（2）

　　第9週　 翻刻・解釈する（3）

　　第10週　引歌

　　第11週　享受

　　第12週　古注釈（1）

　　第13週　古注釈（2）

　　第14週　総括　源氏物語を研究する

【事前・事後学修】

　　［事前学修］（週1時間程度） 授業で指示する資料（や下記の参考

　　書）を使って、次回の授業で取り上げる事柄の基礎情報を把握す

　　る。

　　［事後学修］（週3時間程度）配付資料を再読し、疑問点がある場

　　合は、自分で調べなおしたうえで教員に質問する。また、授業では

　　複数の〈研究課題〉を提示するので、興味をもった事柄について各

　　自調査を進める。

【教科書・教材等】

　　・その他、プリントを使用する。

　　・くずし字を読むための辞典を各自で用意しておくこと（辞典の種

　　類は問わない）。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　　①期末レポート1回（60％）と、②授業中に発行するrespon［＊

　　確認のための小テストを兼ねる］（40％）を総合して判断する。

　　　responのフィードバックは、当該授業内か次回の授業で行う。期

　　末レポートのフィードバックは最終回後、manaba等を用いて個別に

　　行う。

【参考書】

　　・柳井滋ほか校注：『岩波文庫　源氏物語』（一）～（七）[岩波

　　書店、2017～]

　　・中野幸一編：『常用源氏物語要覧』（新装版）[武蔵野書院、

　　2012]

　　・小田勝：『読解のための古典文法教室』[和泉書院、2018]

　　・古典ライブラリー：日本文学Web図書館 平安文学ライブラリー

　　・古典ライブラリー：日本文学Web図書館 和歌＆俳諧ライブラリー

　　・古典ライブラリー：日本文学Web図書館 辞典ライブラリー

　　　・その他、授業中に指示する。

【注意事項】

　　・［成績評価の方法］の項目に記したように、講義中に発行し、提

　　出義務を課すresponは、講義内容を理解できたかどうかを確認する

　　ための小テストを含む場合がある。

　

国
文
学
科

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－1－



　
ことばと社会

　日常生活から考えることばと社会の関係

柳田　亮吾

１年　後期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：国際的視野　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　私たちはことばを使って日々の生活を営んでいますが、そうしたこ

　　とばの使用がどのような法則や規則にもとづいているのかについて

　　は、ほとんど意識することはありませんし、ましてや分析の対象と

　　することはありません。この講義では、いくつかの社会に注目しつ

　　つ、私たちが日々見聞きすることばを取り上げ、そうしたことばが

　　どのような法則・規則にもとづいて使用されているのかを考察しま

　　す。講義では主に英語圏と日本社会を取り上げ、異なる社会的・文

　　化的背景によってことばの使い方がどのように変わるのかについて

　　概観し、社会言語学の基礎知識を修得します。英語圏と日本社会の

　　比較・対照にあたっては、それぞれの社会で実際に用いられている

　　ことばの分析・考察を行うことで、異文化に対する理解を深めま

　　す。

【授業における到達目標】

　　・ことばと社会の関係を理解し、社会言語学の基礎的な知識を習得

　　する。それをもとに専門的な知の探究を行うことで研鑽力を高め

　　る。

　　・世界の文化的・言語的多様性と異文化コミュニケーションの現状

　　と課題を理解することで、国際的視野を涵養する。

　　・日々の生活の中で用いられていることばに興味・関心を持ち、そ

　　の分析と考察を通して気づきを得ることができる。

　　・中学校及び高等学校における外国語科の授業に資する知見を修得

　　する。

【授業の内容】

　　第1週：導入

　　第2週：社会言語学とは

　　第3週：言語と地域

　　第4週：言語と社会階層

　　第5週：言語と民族

　　第6週：言語とジェンダー

　　第7週：言語と年齢

　　第8週：言語の選択

　　第9週：外国人ゲストスピーカーによる講演

　　第10週：言語の状況差、適切さ（スタイルとレジスター）

　　第11週：語用論I 基礎知識

　　第12週：語用論II ポライトネス

　　第13週：相互行為的社会言語学　

　　第14週：社会言語学と異文化コミュニケーション

　　

　　＊外国人ゲストスピーカーの講演は日程が前後する可能性がありま

　　す。

【事前・事後学修】

　　事前学修：教科書の指定された章・節を精読する、また／あるい

　　は、指定された話題について事前に調べておくことが求められま

　　す。（学修時間：週2時間）

　　事後学修：講義で取り上げた話題についての知識を定着させるため

　　に復習をし、配布された補助教材等を用いて理解を深めることが求

　　められます。（学修時間：週2時間）

【教科書・教材等】

　　岩田裕子・重光由加・村田泰美：改訂版社会言語学[ひつじ書房、

　　2022、\2,420、978-4-8234-1143-4]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　成績は以下の3つの項目にもとづいて評価します：

　　・リアクションペーパー：25％

　　・クイズ課題：25％

　　・レポート（2回）：50％

　　評価の基準については授業中に詳しく説明します。*なお、定期試

　　　験は実施しません。

　　リアクションペーパー、クイズ課題等は次回以降の授業中にフィー

　　ドバックを行います。

【参考書】

　　トラッドギル, P.：言語と社会[岩波書店、1975、\836、 978-4-00

　　-412099-5]

　　田中克彦：ことばと国家[岩波書店、1981、\858、 4-00-420175-6]

　　岡本真一郎：言語の社会心理学－伝えたいことは伝わるのか[中央

　　公論新社、2013、\968、 978-4-12-102202-8]

　　中村桃子：女ことばと日本語[岩波書店、2015、\880、 978-4-00-

　　431382-3]

　　今井むつみ：ことばと思考[岩波書店、2010、\924、 978-4-00-

　　431278-9]

　　その他授業中に適宜紹介します。

【注意事項】

　　・この講義はオンデマンド方式で行われます。講義動画、授業中に

　　用いるPowerPointのスライドや参考資料等はmanabaを経由して配布

　　します。従って、安定したインターネット接続とパソコン（あるい

　　はタブレットなど）が必要になります。

　　・講義の補助資料として、またレポート作成時に、聞蔵 Ⅱビジュ

　　アル（朝日新聞）、ヨミダス歴史館（読売新聞）、毎索（毎日新聞

　　）、日経テレコン２１、JapanKnowledge Lib等のデータベースを随

　　時参照します。

　　・レポートにおいて剽窃が見つかった場合は、単位を付与しませ

　　ん。剽窃については授業中に説明します。
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地域社会学

　　

原田　謙

２年　前期　2単位　　

対面授業

○：国際的視野、行動力

【授業のテーマ】

　　この授業は、地域をとらえる理論と方法を理解し、今日の地域社会

　　がかかえている諸問題を検討しながら、住民と自治体の協働（パー

　　トナーシップ）について学習することを目的とする。具体的には、

　　郊外社会の理想と現実、インナーシティ問題、グローバリゼーショ

　　ンと世界都市、地方都市の衰退と中心市街地活性化、市町村合併と

　　限界集落などの論点を検討する。

【授業における到達目標】

　　この授業の目標は、大都市から農山漁村まで、それぞれの地域特性

　　に応じた「まちづくり」の現状と今後の課題について考える知識を

　　習得することである。グローバリゼーションと都市に関する「国際

　　的視野」を身につけるとともに、地域社会の現状を正しく把握し問

　　題解決につなげる「行動力」を養成する。

【授業の内容】

　　１．地域のとらえ方

　　２．シカゴ学派：都市空間構造のモデル

　　３．アーバニズム：都市は何をうみだすのか？

　　４．都市化と地域社会の変容

　　５．郊外社会とサバーバニズム

　　６．都市の衰退とインナーシティ問題

　　７．グローバリゼーションと都市

　　８．都市計画とまちづくり

　　９．地方の衰退と中心市街地活性化

　　10．市町村合併と過疎化

　　11．地域開発の構想と帰結

　　12．環境問題と地域再生

　　13．安全・安心のまちづくり

　　14．総括、レポート課題について

【事前・事後学修】

　　【事前学修】授業前に、参考書等を用いて該当箇所を予習しておく

　　こと（週2時間）。

　　【事後学習修】授業後に、学習した概念、地域の事例などを復習し

　　ておくこと（週2時間）。

【教科書・教材等】

　　適宜、プリントを配布もしくはmanabaに資料をアップロードする。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　授業中の課題の提出（40％）、学期末レポート（60％）にもとづい

　　て評価する。課題およびレポート評価のフィードバックは、授業最

　　終回もしくはmanabaで行う。

【参考書】

　　森岡清志編：地域の社会学[有斐閣、2008、ISBN：978-4-641-12271

　　-0]

　　松本康編：都市社会学・入門[有斐閣、2014、ISBN：978-4-641-

　　22015-7]

　　中筋直哉・五十嵐泰正編：よくわかる都市社会学[ミネルヴァ書

　　房、2013、ISBN：978-4-623-06505-9]
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キャリア・マネジメント論

　　

谷内　篤博

１年　後期　2単位　　

対面授業

◎：行動力　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　世の中には社会的ニーズによってさまざまな職業や仕事が作り出

　　され、それらを通して人びとは多様な生き方や働き方をしていま

　　す。こうした多様な職業や仕事は、社会的ニーズと個人の必要性、

　　つまり個人の働き方がマッチングして生まれます。

　　　本講義では、まずこうした職業の意義やその要素、職業観の変化

　　を明らかにすることから始め、次に主に若年層と女性に焦点をあて

　　て、生き方と職業の関係を解説し、最後に働く人にとって望ましい

　　キャリア形成のあり方を解説する。講義のなかでは、最新のキャリ

　　ア論の紹介やニート、フリーター問題などの若年層をめぐるトピッ

　　クスなども取り上げ、解説をしていきます。

　　　また、自己の職業適性やキャリア志向の診断なども講義のなかに

　　入れていきたいと考えています。

　　　この講義を通して、学生の皆さんは自分にとって働く意味とは何

　　かを理解するとともに、望ましいキャリア形成やキャリアマネジメ

　　ントのあり方を学ぶことができます。

【授業における到達目標】

　　この講義を通して、学生の皆さんは自分にとって働く意味とは何か

　　を理解するとともに、自分にとって望ましいキャリア形成やキャリ

　　アマネジメントのあり方を修得することができます。本講義は学修

　　を通して自己成長するためのヒントを得ることができます。

　　　本講義を通してディプロマ･ポリシーの学習を通して自己成長す

　　る研鑽力を修得することができます。

　　　さらに、自分の将来のキャリアのラフ･デザインを試みたり、身

　　近な人にキャリアや働く意味などをヒアリングするなどの行動力ま

　　でも修得することができる。

【授業の内容】

　　第１週　働く目的とは何か

　　第２週　職業の意義とその要素

　　第３週　職業観の変化（若年層と中高年層との比較）

　　第４週　良い仕事の条件

　　第５週　企業意識と職業意識

　　第６週　仕事と家事、ボランティアとの違い

　　第７週　若年層における仕事志向の高まり

　　第８週　プロフェッショナル志向の高まりとキャリア形成

　　第９週　多様な雇用形態と働き方

　　第10週　フリーターという働き方の光と影

　　第11週　コース別雇用管理の功罪（一般職、総合職の危うさ）

　　第12週　職業アイデンティティとキャリアアンカー

　　第13週　企業内におけるキャリア形成とCDP

　　第14週　ワークキャリアとライフキャリアの統合

【事前・事後学修】

　　事前学修：講義テーマについて教科書、資料等を調べること（学修

　　時間　週2時間）

　　事後学修：講義の振り返り（毎週1時間）と次回の授業範囲の予習

　　（週2時間）

【教科書・教材等】

　　谷内篤博：大学生の職業意識とキャリア教育[勁草書房、2005、\2,

　　200]

　　谷内篤博：働く意味とキャリア形成[勁草書房、2005、\2,200]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　成績評価は、授業内テストの得点（80％）、レポートの出来映え（

　　20％）で評価します。

　　　なお、授業中の積極的な発言は加点評価の対象とします。

　　レポートのフィードバックは、優れたレポートの作成者を発表する

　　とともに、全体的特徴（良かった点、工夫すべき点）について解説

　　　をします。　

【参考書】

　　金井壽宏『働くひとのためのキャリア・デザイン』PHP研究所

　　玄田有史『仕事のなかの曖昧な不安』中央公論新社

　　永野仁編『大学生の就職と採用』中央経済社

【注意事項】

　　本講義は極めて連続性が強いため、休まずに出席することを強く望

　　みます。

　　　なお、本講義は自分の将来に不安を抱いていたり、将来のキャリ

　　ア形成に不安を抱いている学生には、有益な授業となります。

【授業に活かす実務経験の内容】

　　　キャリア･マネジメントに関して、職業適性の見極め方や企業に

　　おけるキャリアマネジメントに関する先進的事例等を講義の中に含

　　めて解説をする。企業における実務経験、企業コンサルタントとし

　　ての経験、キャリアコンサルタントとしての経験を活かして具体的

　　事例について解説をする。
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流通サービス論

　小売業と流通

井上　綾野

３年　前期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　本講義では、流通の基礎概念、現代社会・経済において流通サー

　　ビスが果たす役割について説明する。特に、小売業と流通の接点を

　　意識しつつ、流通が果たしてきた役割や小売業の発展について学

　　ぶ。

【授業における到達目標】

　　　身近にある小売業や流通業が、社会の中でどのような役割を果た

　　しているのか、理論とケーススタディーを通してその本質を見抜く

　　力を養うことを目標ととしている。

【授業の内容】

　　第　１週　イントロダクション　 小売業と流通

　　第　２週　小売業の革新と動態

　　第　３週　小売業とマーチャンダイジング

　　第　４週　小売業と仕入活動

　　第　５週　小売業における販売活動

　　第　６週　小売業における計数管理

　　第　７週　消費者の店舗選択行動

　　第　８週　消費者の店舗内購買行動

　　第　９週　店舗立地と出店戦略

　　第１０週　小売企業の戦略

　　第１１週　EC事業と小売業

　　第１２週　小売業における情報化

　　第１３週　小売業の国際化

　　第１４週　中小小売業の経営環境と経営戦略

【事前・事後学修】

　　・事前学修

　　テキストの次回講義範囲となる箇所を読み、その内容を理解するこ

　　と（学修時間：2時間）

　　・事後学修

　　授業で学んだ理論やモデルを用い、実際の流通業者について調べま

　　とめてくること（学修時間：2時間）

【教科書・教材等】

　　高嶋克義・高橋郁夫：小売経営論[有斐閣、2020、\2,600、978-4-

　　641-16565-6]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　［成績評価の方法］定期試験：50％，平常点（授業内課題等）：50

　　％で評価する。

　　［成績評価の基準］1.流通の役割を理解する：25％、2.流通論に関

　　する基本的な概念を理解する：50％、3.主要な小売業態について理

　　解する：25％で評価する。

　　［フィードバックについて］授業内課題については、翌週に全体に

　　対して内容の復習を行う

【参考書】

　　田村正紀：流通原理[千倉書房、2002、\2,500、ISBN：

　　9784805108000]

　　石原武政・竹村正明・細井謙一：1からの流通論　第2版[碩学社、

　　2018、\2,400、ISBN：9784502283611]

【注意事項】

　　マーケティング論（2年前期）とともに履修することが望ましい
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家族社会学

　　

広井　多鶴子

２年　前期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力　○：美の探究

【授業のテーマ】

　　　家族はいつの時代もどんな社会にも存在する「社会の基礎単位」

　　として考えられてきた。この授業では、そのような家族観がなぜ、

　　いつ、どのように成立したのか、そして、それがどのように変化し

　　たのかについて考える。また、今日のさまざまな家族問題の登場過

　　程とその原因論について考察する。

【授業における到達目標】

　　家族に関する歴史や現在のさまざまな課題について理解し、データ

　　を分析する中で、新たな知を創造する態度を身につけるとともに、

　　広い視野と深い洞察力を身につける。

【授業の内容】

　　第１週　性別役割分業①意識の変化

　　第２週　性別役割分業②主婦と家事と近代家族

　　第３週　性別役割分業③近代家族と主婦の一般化

　　第４週　母性①３歳児神話

　　第５週　母性②私お母さんだから

　　第６週　女性の労働と子育て①「戦後史証言」

　　第７週　女性の労働と子育て②男女雇用機会均等法と子育て支援

　　　　　　　ゲストスピーカー：女性労働協会 門脇睦美氏

　　第８週　少子化①少子化とは

　　第９週　少子化②少子化の原因論

　　第10週　核家族①核家族はどう捉えられてきたか

　　第11週　核家族②核家族化は進展したか

　　第12週　結婚①夫婦別姓について考える

　　第13週　結婚②同性婚について考える

　　第14週　まとめ　授業内試験　

【事前・事後学修】

　　【事前学修】参考文献を読む。週2時間

　　【事後学修】宿題を行う。週2時間

【教科書・教材等】

　　テキストは用いない｡授業資料をmanabaに掲載する。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　授業内試験70％、課題の提出30％

　　質問や意見については、manabaの個別指導コレクションなどで答え

　　る。

【参考書】

　　広井多鶴子，小玉亮子『現代の親子問題―なぜ親と子が「問題」な

　　のか』（日本図書センター、2010年）

　　落合恵美子著『21世紀家族へ』（有斐閣選書、2019年）1,700

　　円

　　広田照幸『日本人のしつけは衰退したか』（講談社現代新書、1999

　　年）640円
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社会調査概論

　社会調査で社会を測ろう

竹内　光悦

１年　前期　2単位　　

対面授業

◎：行動力

【授業のテーマ】

　　　社会調査はあらゆる社会現象の解明に利用され、公開されている

　　公的統計、調査票を利用した調査票調査から、インターネットを利

　　用したウェブ調査等、調査法の形態も様々である。これらはそれぞ

　　れ利点と欠点があり、これらを把握しながら目的に合わせ利用する

　　ことが重要である。

　　　社会問題をテーマに、社会情報を集めるプロセス「調べる」「分

　　析する」「まとめる」を体系的に学ぶことが大切である。

　　　本講義では、社会調査を行なう際に実際に展開することになる一

　　連の体系（調査の企画・設計、標本設計、調査票作成、調査実施、

　　データ作成、集計・分析、調査結果の検討・報告書作成等）を踏ま

　　え、卒業研究を踏まえた社会調査の基礎を紹介する。

【授業における到達目標】

　　ビジネスパーソンの素養とする調査力・観察力の修得を目指す。自

　　ら問題設定し、そのことに関連する情報を収集するなど、課題解決

　　のために主体的に行動する力【行動力】を修得する。

【授業の内容】

　　　具体的には以下の内容を予定している

　　　　1. 授業ガイダンスと社会調査の概要、社会情報の活用

　　　　2. 社会調査の意義と目的

　　　　3. 社会調査の歴史と現在、統計的調査と事例研究の方法

　　　　4. 社会調査のいろいろな方法―量的調査と質的調査

　　　　5. 調査倫理と社会調査を実施する際の注意点

　　　　6. 調査対象抽出の考え方

　　　　7. 調査票調査の目的と実際

　　　　8. 国勢調査と官庁統計および公開データの活用

　　　　9. 学術調査の目的と実際

　　　　10. 世論調査の目的と実際

　　　　11. マーケティング・リサーチの目的と実際

　　　　12. フィールドワークとインタビュー調査

　　　　13. 社会調査データ分析、二次データ分析

　　　　14. 社会調査のまとめ

　　※関連の外部講師を招聘し特別講演を予定

【事前・事後学修】

　　事前学修：授業前に manaba で公開される授業資料を入手し、内容

　　の予習、受講の準備を行うこと。（学修時間　週２時間）／事後学

　　修：授業終了時に manaba で公開される動画スライドを確認し、復

　　習しておくこと。（学修時間　週２時間）

【教科書・教材等】

　　　manaba を活用して資料、情報等を提供。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　　講義内課題（演習・中間テスト・小レポートなど、50％）および

　　学期末レポート試験（50％）で評価。各授業の最初に前回の演習の

　　結果、小レポートや中間テストにおいては manaba を通じて、レポ

　　ート所見やテスト結果等をフィードバックする。

【参考書】

　　　谷岡一郎『「社会調査」のウソ―リサーチ・リテラシーのすすめ

　　』（文藝春秋　2000年 842 円）

　　　松本渉『社会調査の方法論』（丸善出版 2021年 3300 円）

【注意事項】

　　　本講義では社会調査系の講義の基礎になるため、卒論等で調査を

　　行う人は十分な修得を目指して欲しい。本講義では資料は配布しま

　　せんので、各自 manaba 等から当日の資料をダウンロードし、印刷

　　・端末保管等を行い、電卓（スマートフォン可）や筆記用具等も持

　　参すること。社会調査士を目指す人、卒業研究で調査や実験を予定

　　している人は受講を強くお勧めする。
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メディア・コミュニケーション論

　　

標葉　靖子

２年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

○：国際的視野

【授業のテーマ】

　　　現代社会に生きる私たちは、多種多様なメディアを介して他者と

　　コミュニケーションしています。そうしたなか、近年の情報技術の

　　進展は、従来の情報伝達のあり方を大きく変容させ、メディア・コ

　　ミュニケーションを多様化させてきました。とりわけデジタルコミ

　　ュニケーションの発展は、私たちの生活様式や働きかたにも大きな

　　影響を与えていると言われています。一方で、利便性の向上や選択

　　肢の増大といったことと同時に、Fake Newsや分断、情報過多や情

　　報格差など、新たな社会課題も顕在化してきています。

　　　本授業では、デジタル化社会におけるメディア・コミュニケーシ

　　ョンの多様化がもたらす影響について、近年の国内外での研究動向

　　を踏まえつつ、国内外のさまざまな具体的な事例をもとに人間・社

　　会・科学技術・政治・文化・倫理などの側面から考察していきま

　　す。

【授業における到達目標】

　　　デジタル化社会におけるメディア・コミュニケーションの多様化

　　がもたらす影響について、国内外の事例を元に人間・社会・科学技

　　術・政治・文化・倫理などのさまざまな側面から考察できるように

　　なる。それにより、デジタル化社会を生きる市民として、身につけ

　　ておきたいメディア・リテラシー、国際的視野を涵養する。

【授業の内容】

　　1. ガイダンス: コミュニケーションとメディア

　　2. 先端ICT技術の普及と社会の変化

　　3. マスメディアの社会的効果論

　　4. デジタルメディアの特徴

　　5. ソーシャルメディア入門

　　6. ソーシャルメディアの功罪

　　7. Fake Newsの科学: 何がどのように拡散していくのか

　　8. プラットフォーマーの責任と法規制

　　9. メディアと公共性

　　10. Post-Truth 政治: ネット選挙の可能性と限界

　　11. 人工知能の社会実装

　　12. メディア分析1（研究事例紹介）

　　13. メディア分析2（計量テキスト分析）

　　14. 授業内テストとまとめ

　　※履修生の関心, 進捗状況等に応じて順番・内容が変更になる可能

　　性があります。

【事前・事後学修】

　　適宜リーディング・アサインメントあるいは事前課題を課す。必ず

　　読み、自分なりの考えや問いを持って授業に臨むこと（事前週2時

　　間）。

　　授業で扱った事例や考え方を別事例に当てはめて考察するなど、適

　　宜復習を行い、最終回の授業内テストの準備・作成を進めること（

　　事後週2時間）。

【教科書・教材等】

　　適宜プリントを配布する。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　（1） 各回のミニッツレポート（兼小テスト）（70%）

　　（2） 最終回での授業内テスト（30%）

　　（1）は次回授業で、（2）は最終回でフィードバックを行う。

【参考書】

　　大石 裕：『コミュニケーション研究 第４版』[2016]

　　笹原 和俊：『フェイクニュースを科学する』[2018]

　　遠藤 薫：『ソーシャルメディアと公共性』[2018]

　　西田 亮介：『マーケティング化する民主主義』[2016]
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キャリア・デザイン論

　　

吉田　雅彦

２年　前期　2単位　　

対面授業

◎：行動力

【授業のテーマ】

　　　この講義では、キャリア・デザインの理論を学び、仕事ができる

　　とはどういうことか、仕事と出産・子育ての両立をどう考えれば良

　　いか、就職活動の実際、人間社会学部での学びが仕事・キャリアに

　　どう結び付くかを学修したのちに、企業研究の方法を学びます。

【授業における到達目標】

　　　キャリア・デザインの理論と応用、企業が持つ機能、業種などに

　　ついての概要を修得する。

　　　ディプロマシーポリシー：学修を通して自己成長する力【研鑽力

　　】、課題解決のために主体的に行動する力【行動力】

【授業の内容】

　　１．ガイダンス

　　　教科書『‐文系学生のための‐キャリアデザイン・就職活動入門

　　』はじめに　キャリアとは

　　２．教科書（同上）キャリアデザインの理論

　　３．教科書（同上）仕事力とメンタル

　　４．教科書（同上）文系学生が就職する企業・職種

　　５．教科書（同上）文系学生の就職活動　インターンシップ・就職

　　試験

　　６．教科書（同上）文系学生の就職活動　自己分析　エントリー、

　　会社説明会、面接

　　７．教科書（同上）文系の学びを前向きに

　　８．教科書『バリューチェーンと工業技術で学ぶ企業研究入門』　

　　はじめに　企業と産業

　　９．教科書（同上）工業技術の概要

　　10．教科書（同上）生産技術　材料と材料加工

　　11．教科書（同上）生産技術　電気

　　12．教科書（同上）デジタル・情報技術　コンピュータ

　　13．教科書（同上）デジタル・情報技術　ロボット・AI

　　14．教科書（同上）デジタル・情報技術　文系学生がIT企業に就職

　　する場合

　　まとめ・授業内試験

　　※外部講師招聘予定（外部講師の都合で週変更になる場合あり）

　　　例：IT企業人事担当者

【事前・事後学修】

　　【事前学修】教科書を次回の授業までに読んでおくこと。（学修時

　　間週2時間）

　　【事後学修】授業中にとったノート、教科書を参考にして、授業内

　　容を理解しているか確認すること。授業を振り返り、理解できなか

　　った点を質問にまとめて次回までに提出すること。（学修時間週2

　　時間）

【教科書・教材等】

　　吉田 雅彦：バリューチェーンと工業技術で学ぶ企業研究入門[鉱脈

　　社、2021、\2,860]

　　吉田雅彦：‐文系学生のための‐キャリアデザイン・就職活動入門

　　[鉱脈社、2022、\1,980]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　　成績は、授業内試験（50％）、講義中に行う課題（30％）、平常

　　点（授業への積極参加）（20％）を総合して決定する。課題のフィ

　　ードバックは授業で解説する。

【授業に活かす実務経験の内容】

　　　私は、通商産業省・経済産業省に1984年から31年半、上級職とし

　　て在籍しました。その間、本省の企業担当部署を7部署経験し、中

　　小企業白書を編纂・執筆する業務等に携わりました。日立建機(株)

　　経営企画室部長への出向の2年間では民間企業の経営に関わりまし

　　た。また、2015年から大学教員となり、キャリア形成理論に基づい

　　　た文系学生の就職支援の仕組み作りに関わってきました。このよう

　　な公務員、民間企業の実務経験および大学教員としての就職支援の

　　経験と理論を活かして、授業内で具体的な企業の事例、文系学生の

　　就職活動の在り方について講義します。
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企業戦略論

　　

吉田　雅彦

２年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　企業戦略論は、経営学の一分野で、企業が顧客やライバル企業と

　　向き合うなかで、どのようにして自社の利益や企業価値を向上させ

　　る戦略を企画して実行していくかについて考察する。本講義では、

　　様々な企業戦略を理解できるようになることを目的とする。関連す

　　る経営学の基礎事項を確認した上で、企業戦略の事例研究を読解し

　　ていく。

　　　自分（性格・得意/不得意）と企業（企業戦略）の両方を理解す

　　れば、就職活動や社会人に向けたキャリアデザインのためにも有用

　　である。

【授業における到達目標】

　　　様々な企業戦略を理解できるようになる。

　　　ディプロマシーポリシー：学修を通して自己成長する力【研鑽力

　　】

【授業の内容】

　　１．ガイダンス

　　　企業を理解するには 教材『ストーリーとしての競争戦略の解説

　　教材』第1章　企業とは‐経営学を知れば企業がわかる‐

　　２．『ストーリーとしての競争戦略』第1章、『解説教材』該当部

　　分

　　３．同 第1章　戦略はストーリー

　　４．同 第2章　戦略の基本論理

　　５．同 第2章　戦略とポジショニング

　　６．同 第2章　ポジショニングと組織能力

　　７．同 第3章　ストーリーとは

　　８．同 第3章　ストーリーの一貫性

　　９．同 第4章　戦略の起点はコンセプト

　　10．同 第4章　人間の本性と戦略

　　11．同 第5章　事例研究（例：スターバックス）

　　12. 同 第5章　他社の真似を許さない戦略

　　13. 同 第6章　戦略の事例

　　14. 同 第7章 まとめ、授業内試験

【事前・事後学修】

　　【事前学修】教科書、配布された教材を次回の授業までに読んでお

　　くこと。（学修時間週2時間）

　　【事後学修】教科書、授業で使った教材を参考にして、授業内容を

　　理解しているか確認すること。授業を振り返り、理解できなかった

　　点を質問にまとめて次回までに提出すること。（学修時間週2時間

　　）

【教科書・教材等】

　　楠木 健：ストーリーとしての競争戦略[東洋経済新報社、2012、\

　　3,024]

　　教材『ストーリーとしての競争戦略の解説教材』をmanabaで配布す

　　る。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　　成績は、授業内試験（50％）、講義中に行う課題（30％）、平常

　　点（授業への積極参加）（20％）を総合して決定する。課題のフィ

　　ードバックは授業で解説する。

【授業に活かす実務経験の内容】

　　　私は、通商産業省・経済産業省に31年在籍し、企業の経営戦略を

　　ヒアリングしながら産業政策を立案する業務、中小企業白書を編纂

　　・執筆する業務等に携わりました。岩手県工業課長への出向の2年

　　間では地方企業の支援、日立建機(株)経営企画室部長への出向の2

　　年間ではリーマンショック前後の民間企業の経営に関わり、株主総

　　会や投資家説明会に関わりました。この間、多様な業種の多くの企

　　業の経営者、部門長等と交流し、現在も多くの企業人と交流を継続

　　　しています。授業では株主総会資料を読み解くほか、教科書の記述

　　を私が経験した事例で補いながら講義します。
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国際企業論

　　

吉田　雅彦

３年　後期　2単位　　

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　GAFAをはじめとするグローバル大企業は、日本を含めて世界で事

　　業展開している。日本の大企業の多くもグローバル化している。本

　　講義は、このような国際企業の戦略、組織（人事）、機能、バリュ

　　ーチェーン（設計、購買、生産、マーケティング・販売、サービス

　　）について理解を深めることを目的とする。世界的視野を持つこと

　　が社会人の素養として求められている。

【授業における到達目標】

　　　国際企業を考える基礎について修得する。

　　　ディプロマポリシー：学修を通して自己成長する力【研鑽力】

【授業の内容】

　　１．ガイダンス　

　　　教材『国際経営入門』はじめに　国際企業‐多国籍企業とグロー

　　バル企業

　　２．教材（同上）情報通信技術（ICT）と航空物流　経済のグロー

　　バル化の副作用

　　３．教材（同上）ＷＴＯとＧＡＴＴ、経済連携協定

　　４．教材（同上）国際製品ライフサイクル理論

　　５．教材（同上）多角化戦略

　　６．教材（同上）比較優位　事業遂行能力

　　７．教材（同上）バリューチェーン、グループワーク：小松製作

　　所、日立建機、資生堂の国際企業戦略

　　８．教材（同上）組織　職種

　　９．教材（同上）人的資源管理　リーダーシップ理論

　　10．教材（同上）国際企業のグループ企業の関係性　国外流通

　　11．教材（同上）国際企業の職場で働く人の多様性　国外駐在員の

　　マネジメント

　　12．教材（同上）国際企業の本社の国外対応組織

　　13．教材（同上）戦争　世界各国の政治体制

　　グループワーク　日本の代表的な国際企業の企業戦略

　　14．国際企業の会計

　　　　まとめ・授業内試験

【事前・事後学修】

　　【事前学修】配布された教材を次回の授業までに読んでおくこと。

　　（学修時間　週2時間）

　　【事後学修】授業中にとったノート、教材を参考にして、授業内容

　　を理解しているか確認すること。授業を振り返り、理解できなかっ

　　た点を質問にまとめて次回までに提出すること。（学修時間　週2

　　時間）

【教科書・教材等】

　　吉田雅彦：国際経営入門[鉱脈社、2023、価格未定、今夏出版予定]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　　成績は、授業内試験（50％）、講義中に行う課題（30％）、平常

　　点（授業への積極参加）（20％）を総合して決定する。課題のフィ

　　ードバックは授業で解説する。

【授業に活かす実務経験の内容】

　　　私は、通商産業省・経済産業省に1984年から31年半、上級職とし

　　て在籍しました。企業の国際化に関しては、経済協力、国際経済、

　　世界貿易機関（WTO）の部署や留学を経験し、新興国市場の分析、

　　自由貿易協定の立案・交渉などに取組みました。日立建機(株)経営

　　企画室部長に出向した際には海外拠点にも関わりました。この間、

　　多様な業種の多くの企業の経営者、部門長等と交流し、現在も多く

　　の企業人と交流を継続しています。このような通商政策、民間企業

　　のグローバル展開に関わった経験を活かして、授業内で具体的な国

　　際企業の事例を用いて講義します。
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マーケティング論

　　

井上　綾野

２年　前期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　企業にとって、市場との関係性はマーケティングの基礎となりう

　　る。本講義は、市場をベースにしたマーケティングの基本概念を理

　　解し、多角的な視点で企業・消費者・社会との関係性を捉えること

　　を目指す。

【授業における到達目標】

　　　この授業では、マーケティングの基本的な概念を学び、実際の企

　　業における事例を通して、「研鑽力」にかかわる広い視野と深い洞

　　察力を身につけることを目標とする。

【授業の内容】

　　第　１週　イントロダクション：マーケティングとは何か

　　第　２週　マーケティング戦略

　　第　３週　マーケティングミックス

　　第　４週　STPとマーケティング

　　第　５週　市場需要の創造

　　第　６週　市場データ分析

　　第　７週　製品戦略

　　第　８週　価格戦略

　　第　９週　流通戦略

　　第１０週　コミュニケーション戦略

　　第１１週　ソーシャルマーケティング

　　第１２週　消費者行動とマーケティング

　　第１３週　ケーススタディ①

　　第１４週　ケーススタディ②

【事前・事後学修】

　　・事前学修

　　テキストの次回講義範囲となる箇所を読み、その内容を理解するこ

　　と（学修時間：週2時間）

　　・事後学修

　　授業で学んだ理論やモデルを、授業で用いられなかった事例に当て

　　はめて理解すること。（学修時間：週2時間）

【教科書・教材等】

　　和田充夫・恩藏直人・三浦俊彦：マーケティング戦略 第5版[有斐

　　閣アルマ、2016、\2,200、978-4-641-22078-2]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　［成績評価の方法］定期試験：50％，平常点（授業内課題等）：50

　　％で評価する。

　　［成績評価の基準］1. マーケティングの定義の変遷　20％　2. マ

　　ーケティング現象の理解：60％　3. 企業・消費者・社会との関係

　　性：20％

　　［フィードバックについて］授業内で実施した課題については、実

　　施後全体に対してフィードバックを行う

【注意事項】

　　広告・PR論（2年前期）とともに履修することが望ましい。
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消費者心理学

　　

井上　綾野

３年　後期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　本授業は、消費者がどのようにモノを買い消費しているのかに関

　　して、購買意思決定プロセスを中心に理解を深めることを目的とす

　　る。実際には、これらの意思決定プロセスや相互作用の過程におい

　　て、ひとりの消費者でもある受講者が、何を考えどのように行動し

　　ているのかを辿り、理論との接点を見出していく。

【授業における到達目標】

　　　みなさんが日々の生活の中で行っている購買行動を、消費者行動

　　論のモデルを通して深く洞察し、企業視点・消費者視点双方の視点

　　から、本質を捉える力を身に着けることを目標としている。

【授業の内容】

　　第　１週　イントロダクション：消費者と消費行動

　　第　２週　消費者ニーズ

　　第　３週　購買行動と消費行動

　　第　４週　消費者購買意思決定プロセス

　　第　５週　態度

　　第　６週　知覚

　　第　７週　記憶と知識

　　第　８週　感情

　　第　９週　消費者間相互作用

　　第１０週　解釈学的アプローチ

　　第１１週　消費経験論と快楽消費

　　第１２週　マクロ視点からの消費①GDPから見た消費

　　第１３週　マクロ視点からの消費②流行・準拠集団

　　第１４週　消費者・企業・社会の関わり

【事前・事後学修】

　　・事前学修

　　テキストの次回講義範囲となる箇所を読み、その内容を理解するこ

　　と。特に分野特有の専門用語をしっかりと理解することを求める。

　　（学修時間：週2時間）

　　・事後学修

　　授業で学んだ理論やモデルを、授業で使用していない事例に当ては

　　めて理解すること。（学修時間：週2時間）

【教科書・教材等】

　　田中洋：消費者行動論　ベーシック+プラス[中央経済社、2015、\

　　2,640、978-4-502-12651-2]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　［成績評価の方法］定期試験：50％，授業内課題：50％で評価す

　　る。

　　［成績評価の基準］1. 消費者購買意思決定プロセスを理解する：

　　50％

　　2. モデルを事例に当てはめて説明する：50％

　　［フィードバックについて］授業内課題については、次回授業にお

　　いてその内容について復習を行う。

【参考書】

　　清水聰：新しい消費者行動[千倉書房、1999]

【注意事項】

　　マーケティング論（2年前期）とともに履修することが望ましい。
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広告・ＰＲ論

　　

井上　綾野

２年　後期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　　近年、ソーシャルメディアの発展にともなって、広告・PRは企業

　　からのマスメディアを通じた一方的なコミュニケーション活動では

　　なく、双方向のコミュニケーションが重視されるようになった。本

　　講義では、従来の広告・PRの役割、広告計画とその効果測定、ソー

　　シャルメディアを通じたマーケティング・コミュニケーションの広

　　がり、広告と社会との関係性について学ぶ。

【授業における到達目標】

　　　マーケティング論の視点から広告やPRを学ぶことにより、広告が

　　果たす役割やその変化を、経営学の視点のみならず幅広い視野で捉

　　え、広告が何を伝えたいのか本質を見抜く力を養うことを目標とし

　　ている。

【授業の内容】

　　第　１週　イントロダクション：広告の定義、広告の種類

　　第　２週　マーケティング・コミュニケーションの概要

　　第　３週　マーケティング・コミュニケーションの統合（IMC）

　　第　４週　広告計画の流れと調査

　　第　５週　広告戦略の立案

　　第　６週　広告効果の測定

　　第　７週　広告代理店の役割

　　第　８週　企業とインターネット広告

　　第　９週　ソーシャルメディアと広告

　　第１０週　コンテンツ・マーケティングとソーシャルメディア

　　第１１週　広告と社会① 広告と規制　

　　第１２週　広告と社会②ソーシャル・マーケティングと広告　

　　　　　　　ゲスト講師：未定

　　　　　　　※外部講師の講義、質疑応答がある

　　　　　　　※調整により、前後の週に変更になる場合がある。

　　第１３週　広告と社会② グループワーク

　　第１４週　広告と社会② グループワーク　発表

【事前・事後学修】

　　・事前学修

　　テキストの次回講義範囲となる箇所を読み、その内容を理解するこ

　　と。（学修時間：週2時間）

　　・事後学修

　　授業で学んだ理論やモデルを、授業で用いられなかった事例に当て

　　はめて理解すること。（学修時間：週2時間）

【教科書・教材等】

　　岸 志津江・田中　洋・嶋村　和恵：現代広告論（第3版）[有斐閣

　　アルマ、2017、\2,640、978-4-641-22079-9]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　［成績評価の方法］定期試験：50％，平常点（授業内課題・グルー

　　プワーク等）：50％で評価する。

　　［成績評価の基準］1. 企業発信の広告、PRの役割とその計画につ

　　いて理解する：50%　2. ソーシャルメディアを含むマーケティング

　　・コミュニケーションの広がり：25%　3. 広告と社会との関係性：

　　25%

　　［フィードバックについて］グループワークは、相互評価を行うほ

　　か、学生間評価を公開する

【参考書】

　　石崎徹編著：わかりやすい　マーケティング・コミュニケーション

　　と広告 第2版[八千代出版、2019、ISBN：9784842917382]
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ことばと生活

　─社会言語学入門─

大塚　みさ

１・２年　前期　2単位　　

対面授業

◎：国際的視野　○：美の探究

【授業のテーマ】

　　　私たちの生活のさまざまな側面には、ことばが密接にかかわって

　　います。そして、ことばは絶え間なく変化しつつある社会からの影

　　響を受けることが少なくありません。このような点に着目して、社

　　会生活におけることばの使用とその効果とを具体的な人間の行動と

　　のかかわりの中でとらえることが、この授業の主なねらいです。　

　　　この授業のポイントは、グループワークやresponを活用して他の

　　受講生との活発な意見交換を行う点にあります。また、2名の外部

　　講師のレクチャーを通して、ことばと多様性について視野を広げる

　　ことを期待しています。

　　　一人ひとりが積極的に授業に参加し、互いに学び合うことによっ

　　て、身近なことばへの理解と関心を深めていきましょう。

【授業における到達目標】

　　・ことばと日常生活や社会との関係を正しくとらえ、それを外に向

　　けて発信しようとする「国際的視野」を養います。

　　・日本語のあるべき姿とその実際とを比較することによって、新た

　　な知を想像する「美の探究」ができるようになります。

【授業の内容】

　　第１週 イントロダクション―気になる日本語

　　第２週 ことばの乱れ？それとも変化？１ら抜きことばの真相

　　第３週 ことばの乱れ？それとも変化？２その他のことばの逸脱

　　第４週 「ものの言い方」の地域差

　　第５週 あいさつと接客のことば １―「させていただく」を考える

　　第６週 あいさつと接客のことば ２―バイト敬語を考える

　　第７週 若者ことばの世界

　　第８週 略語のメリット・デメリット

　　第９週 ことばと多様性１「オネエことば」を分析する

　　　　　　　　Dr.Claire Maree（メルボルン大学）

　　第10週 ことばと多様性２

　　　　　　　包括的言語（inclusive language）とは？

　　第11週 ことばと多様性３

　　　　　　　多文化共生社会のための「やさしい日本語」

　　　　　　　　吉開章氏（やさしい日本語ツーリズム研究会　代表）

　　第12週 ネーミングの諸相１―ネーミングのしくみと機能

　　第13週 ネーミングの諸相２―ネーミング会議と結果のプレゼン

　　第14週 まとめ

【事前・事後学修】

　　事前学修　教員から指示された課題に取り組み、次回授業の準備を

　　行うこと。（週2時間）

　　事後学修　授業を振り返り、教員から指示された復習課題に取り組

　　むこと。（週2時間）

【教科書・教材等】

　　必要に応じて、資料を配付します。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　まとめレポート…35％、事前・事後学修課題…35％

　　授業内課題・議論への積極的参加…30％

　　

　　事前・事後学修課題は、個別または翌授業内にフィードバックしま

　　す。レポートは後日manabaコースで個別にフィードバックします。

【参考書】

　　トピックごとに紹介します。

【注意事項】

　　・受講生の関心や理解度に合わせて、取り扱う内容を多少変更する

　　場合があります。

　　・学外講師によるレクチャーの実施日によって、トピックの順序を

　　変更する場合があります。
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コミュニケーションと心理

　―対人関係とコミュニケーション―

大塚　みさ

１・２年　後期　2単位　　

対面授業

○：国際的視野、美の探究

【授業のテーマ】

　　　初対面の相手と会話するとき、あなたは何に注意しますか。その

　　相手と親しくなるのにはどのような段階があるでしょうか。SNSに

　　よるやりとりは対面コミュニケーションとどのような違いがあるで

　　しょうか。また、ほめられたのに複雑な気持ちになったり、遠回し

　　の表現にかえって傷ついたりするのはなぜでしょうか。

　　　この授業では、人と人とのコミュニケーションにおけることばの

　　計り知れない役割を探ります。日頃は「ことば」に重点を置いて学

　　ぶ機会の多いみなさんですが、「こころ」に関する研究成果につい

　　ても学びを深め、視野を広げていきましょう。

　　　授業を通して日頃のコミュニケーションについての悩みを理論を

　　通して解決したり、今後のコミュニケーションスキル向上につなが

　　るヒントを得たりできることを期待しています。

【授業における到達目標】

　　・日本人のコミュニケーションスタイルの特徴を学び、それを異文

　　化の視点から観察することによって「国際的視野」を養います。

　　・周囲のコミュニケーション事例の考察を通して、他者とのよりよ

　　い関係を築く姿勢を培う「美の探究」ができるようになります。

【授業の内容】

　　第１週　イントロダクション・チーム編成・チーム作り

　　第２週　コミュニケーションのチャネル

　　第３週　会話はどのようにして成立するか

　　第４週　相手への気配り1 ポライトネス理論と「顔」の概念

　　第５週　相手への気配り2 敬語とポライトネス理論

　　第６週　相手への気配り3 感謝・謝罪・ねぎらい

　　第７週　自分への気配り1 自己開示と自己呈示

　　第８週　自分への気配り2 SNSと自己開示・自己呈示

　　第９週　自分への気配り3 自己卑下の特徴

　　第10週　自分への気配り4 ほめとその応答

　　第11週　言語的な攻撃―その機能と反応

　　第12週　間接的な攻撃―皮肉

　　第13週　コミュニケーションの壁とは？

　　第14週　まとめと振り返り

【事前・事後学修】

　　事前学修…テキストの指定部分を読み、確認テスト準備を行う。そ

　　の他、教員の指示した課題に取り組む。（週2時間）

　　事後学修…テキストの再読、確認テストの復習、授業で実施した

　　respon課題の振り返りによって学びを深める。その他教員に指示さ

　　れた課題に取り組む。（週2時間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【教科書・教材等】

　　岡本真一郎：言語の社会心理学[中央公論新社、2013、\880、ISBN

　　：4121022025　※必ず紙媒体を購入してください。]

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　毎回の小テスト…30％、授業・チーム学習への積極的参加…20％、

　　事前・事後学修課題…20％、まとめレポート…30％

　　確認テスト、事前・事後学修課題は授業内でフィードバックしま

　　す。まとめレポートは、manabaコースでフィードバックします。

【参考書】

　　授業において単元ごとに紹介します。

【注意事項】

　　・TBL（Team-Based Learningチーム基盤型学習法）を取り入れた授

　　業を行います。チーム（グループ）活動への積極的な参加を期待し

　　ます。

　　・事前・事後学修課題への取り組みを前提にしていますので、きち

　　んと取り組んでください。
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女性と言語文化

　ことばから社会におけるジェンダーの問題を考える

柳田　亮吾

２年　前期　2単位　　

対面授業

◎：国際的視野　○：研鑽力

【授業のテーマ】

　　この講義ではことばの分析を通して、英語圏あるいは日本社会にお

　　けるジェンダーに関係する様々な問題を考えることを目的としま

　　す。前半はことばとジェンダーの古典的な研究を概観しつつ、社会

　　言語学と談話研究の基礎について学び、後半は前述の古典的な研究

　　の問題点を克服するべく生まれた社会構築主義的な研究についても

　　取り上げます。この授業は基本的には講義の形式で行いますが、受

　　講者は講義で学習した知識をもとに、グループで協働し、興味にあ

　　ることばの現象を取り上げ、調査を行い、その成果を発表すること

　　が求められます（グループプロジェクト成果発表：第8回目の授業

　　を予定）。

【授業における到達目標】

　　・ことばとジェンダー研究に関連する社会言語学と談話研究の基本

　　的な考え方を修得し、専門的な知の探究を行うことで研鑽力を高め

　　る。

　　・ことばとジェンダーの観点から英語圏の社会と日本社会の類似点

　　・相違点について考察することで国際的視野を涵養する。

　　・ことばの分析を通して社会におけるジェンダーに関する問題につ

　　いて批判的に考察することができる。

　　・上述の社会の問題について調査を行い、その結果について口頭あ

　　るいはレポートという形で発表することができる。

【授業の内容】

　　第１週　導入

　　第２週　性別（sex）とジェンダー（gender）、そしてことば

　　第３週　女性が「女ことば」を話すのはなぜ？（R. Lakoff）

　　第４週　ことばを作ったのは誰？（D. Spender）

　　第５週　女性と男性が会話するとどうなる？（Zimmerman & West）

　　第６週　女性と男性は異なる文化に属している？（D. Tannen）

　　第７週　ことばとジェンダー研究総括1

　　第８週　グループプロジェクト成果発表

　　第９週　「女らしさ」「男らしさ」とは

　　第10週　「女らしさ」の作り方？

　　第11週　「男らしさ」の揺らぎ？

　　第12週　社会で活躍する女性の直面する困難とは？

　　第13週　ジェンダーとセクシュアリティ

　　第14週　ことばとジェンダー研究総括2

　　

　　＊上は授業を対面ですると想定した内容ですが、社会情勢によって

　　は授業の内容・進め方が部分的に変更になる可能性があります。

【事前・事後学修】

　　事前学修：配布参考資料を精読する、また／あるいは、指定された

　　話題について事前に調べておくことが求められます。（学修時間：

　　週2時間）

　　事後学修：講義で取り上げた話題についての知識を定着させるため

　　に復習をし、配布された補助教材等を用いて理解を深めることが求

　　められます。（学修時間：週2時間）

【教科書・教材等】

　　授業中に講義で用いるPowerPointのスライドと参考文献（日本語、

　　たまに英語）をmanaba経由で配布します（紙の資料は極力配布しま

　　せん）。またYouTubeなどにアップロードされている映像資料（日

　　本語・英語）も積極的に参照します。

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　成績は以下の3つの項目にもとづいて評価します：

　　・リアクションペーパー：25％

　　・クイズ課題：25％

　　・グループプロジェクト（発表）：25％

　　・レポート：25%

　　　評価の基準については授業中に詳しく説明します。*なお、定期試

　　験は実施しません。

　　リアクションペーパー、クイズ課題等は次回以降の授業中にフィー

　　ドバックを行います。

【参考書】

　　中村桃子：ことばとジェンダー[勁草書房、2001、\2,860、4-326-

　　65247-0]

　　Talbot, Mary：Language and Gender (3rd edition)[

　　Polity、2019、\3,045、978-1509530106]

　　伊藤公雄・樹村みのり・國信潤子（著）：女性学・男性学 ジェン

　　ダー論入門 第３版[有斐閣、2019、\2,200、978-4-641-22122-2]

　　カメロン, D.・クーリック, D.：ことばとセクシュアリティ[三元

　　社、2009、\2,860、978-4-88303-252-5]

【注意事項】

　　・レポートにおいて剽窃が見つかった場合は、単位を付与しませ

　　ん。剽窃については授業中に説明します。

　　・講義の補助資料として、またレポート作成時に、聞蔵 Ⅱビジュ

　　アル（朝日新聞）、ヨミダス歴史館（読売新聞）、毎索（毎日新聞

　　）、日経テレコン２１、JapanKnowledge Lib等のデータベースを随

　　時参照します。
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ジェンダー論

　　

山根　純佳

１年　後期　2単位　　

対面授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　「ジェンダー」は社会的文化的につくられた「女らしさ」「男らし

　　さ」を示す概念として普及しています。しかしジェンダーは、単に

　　男女間の「違い」を意味するだけではありません。ジェンダーは、

　　「男性＝普遍／女性＝特殊」「男性＝支配／女性＝被支配」という

　　男女間の関係を説明する概念として発展してきました。「ジェンダ

　　ー」という視点をもつことによって、こうした男女間の関係をつく

　　りだしている社会のしくみを解明し、解決することが求められてき

　　たのです。

　　　本授業では、なぜ「ジェンダー」という概念が重要であるのか、

　　女性解放を求めるフェミニズム運動の流れとともに，「知の変容」

　　のプロセスとその意義を学びます。

【授業における到達目標】

　　１）ジェンダーをめぐる基本的な問題群について知識を習得する．

　　２）家族，教育，身体、セクシュアリティをめぐる従来の社会や社

　　会科学の「知」に対し、ジェンダー論はどのような異議を申し立て

　　てきたのか、その結果これらの「知」がどのように変容してきたの

　　かを理解する．

　　１）.２）をとおして，広い視野と深い洞察力を身につけ、本質を

　　見抜く「研鑽力」を獲得する．

【授業の内容】

　　第１週　ジェンダーとは何か

　　第２週　法とジェンダー

　　第３週　近代家族と家父長制

　　第４週　労働とジェンダー

　　第５週　教育とジェンダー

　　第６週　妊娠・中絶とジェンダー

　　第７週　中間のまとめ（テスト）

　　第８週　生殖技術と女性の身体

　　第９週　男性学の視点

　　第10週　同性愛をめぐる運動の歴史

　　第11週　LGBTの権利と社会変化

　　第12週　家族の多様化と個人化

　　第13週　第三世界フェミニズムの主張

　　第14週　インターセクショナリティとジェンダー

【事前・事後学修】

　　事前学修：授業で紹介する参考文献を読み，中間テストとレポート

　　作成に備えること．テーマにかかわる新聞記事やメディアの情報を

　　収集し，自分の意見をまとめておくこと．（学修時間　週２時間）

　　事後学修：授業後に不定期に小レポートを課すので、授業内容を踏

　　まえ執筆し期限内に提出すること．（学修時間　週２時間）

【教科書・教材等】

　　プリントを使用する．前日までにmanabaのコンテンツにあがってい

　　る資料を各自用意（プリントアウト，PC持参）して参加のこと．

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　授業後に課す小レポート40% 中間テスト30% 期末レポート30%．小

　　レポートは各回の次の授業で，学修が不十分だった点についてのフ

　　ィードバックを行う．

【参考書】

　　木村涼子・伊田久美子・熊安貴美江編著『よくわかるジェンダー・

　　　　スタディーズ』（ミネルヴァ書房、2013年）2808円

　　千田有紀・中西祐子・青山薫『ジェンダー論をつかむ』（有斐閣、

　　　　2013年）2052円
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女性と労働

　　

山根　純佳

２年　前期　2単位　　

2023ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ授業

◎：研鑽力

【授業のテーマ】

　　労働市場と家庭における女性の労働の社会的位置づけと課題を，歴

　　史的過程を踏まえながら説明します．

　　男性を家庭の中心的な稼ぎ手とみなす男性稼ぎ手構造が形成された

　　歴史的背景、また男性稼ぎ手を前提にした雇用関係や社会保障制度

　　が、家庭と労働市場において女性の脆弱な地位をつくりだしている

　　のか、国際的な比較データや各種統計調査を用いて考えます。また

　　保育士や介護職など女性職の雇用問題，福祉サービスの市場化が孕

　　む問題点についてもとりあげます．

【授業における到達目標】

　　１）女性の労働にかかわる日本と労働政策，社会保障政策について

　　基礎的な知識を獲得する．

　　２）国際比較をとおして日本の現状と課題について，主体的に考え

　　る力を養成する，

　　３）広い視野と深い洞察力を身につけ、本質を見抜く「研鑽力」を

　　獲得する．

【授業の内容】

　　【第Ⅰ部　労働市場における女性】

　　第１週　近代社会における公私の分離　自立と依存

　　第２週　「家族賃金」の成立と男女賃金格差

　　第３週　男性稼ぎ手構造と日本型福祉

　　第４週　「女たちは平等をめざす」鑑賞

　　第５週　男女雇用機会均等法～男女共同参画社会基本法

　　【第Ⅱ部　家事労働・ケア労働論】

　　第６週　福祉レジームと脱商品化

　　第７週　福祉レジームと脱家族化

　　第８週　福祉国家とケア①　育児の社会化

　　第９週　福祉国家とケア②　介護の社会化

　　第10週　グローバリゼーションとケア労働者の国際移動

　　【第Ⅲ部　現代の女性雇用の課題】

　　第11週　統計的差別とは何か　

　　第12週　男女賃金格差と同一価値労働同一賃金

　　第13週　ポジティブ・アクションの可能性

　　第14週　非正規雇用と女性の貧困

【事前・事後学修】

　　事前学修：テーマにかかわる新聞記事やメディアの情報を収集し，

　　自分の意見をまとめておくこと．manabaで配布される報告書や統計

　　資料を読んでくること（学修時間週２時間）

　　事後学修：授業で配布する参考文献リストをもとに、関連する文献

　　の読書をすすめること。不定期に課す小レポート（10回程度）を締

　　め切りまでに提出すること．締め切り後の提出は減点とする（学修

　　時間週２時間）．

【教科書・教材等】

　　プリントを使用する

【成績評価の方法・基準とフィードバック】

　　授業期間内の小レポートの内容50%、期末レポート50%。

　　フィードバックについては課題の内容を踏まえて，前回の講義の復

　　習と確認をおこなう．

【参考書】

　　エスピン-アンデルセン『アンデルセン福祉を語る：女性・子ども

　　・高齢者』（NTT出版　2008年）1,944円

　　大沢真理『今こそ考えたい生活保障のしくみ』（岩波ブックレット

　　　2010年）605円

【注意事項】

　　期末レポートを執筆する際には、授業のなかで提示する参考文献リ

　　ストのなかから2冊を選び、読んだうえでレポートの内容に用いる

　　こと。
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